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株式会社 ぶんか社
 


誘惑トワレ開発室




　紳士なおじさまの雄スイッチ押しちゃいました!?





栗谷あずみ・著

ひのもとめぐる・イラスト









※本作品の内容はすべてフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。








「新人クン、俺の話聞いてる？」

　和風居酒屋での歓迎会で、新入社員の私は、入社したばかりの化粧品会社『花はな白しろ堂どう』物流部門の課長補佐だという小太りのおじさんの話を、半分涙目で聞いていた。

「……は、ハイッ」

　実際は、隣から課長補佐が吹きかけるアルコール臭とニンニク臭、口臭の合わさった強烈なニオイが気になって、話の内容どころではなかった。しかも一日の仕事を終えた課長補佐は、酸っぱい脂やケモノくさい汗のニオイ……いわゆる加齢臭まで発散している。平均より嗅覚が鋭い私は、できればニオイ攻撃を防ぐために鼻で呼吸するのをやめたかったが、新人として好印象を持ってもらうために、口角をあげてほほえみ、異論なんてありませんとばかりに頷き続ける。その合間に口で息をするのは難しく、酸素が足りずにクラクラしていた。

「キミ、研究所の調香師パフューマー採用だって？」

「はい。開発研究室に配属になった永なが倉くら郁いくです。よろしくお願いします！」

　課長補佐は、私の全身を上から下まで眺めて、半笑いの表情を作る。

「パフュームってのは色っぽいおネエちゃんがつけるもんだろ。君みたいに子供っぽい子に扱えるのかね？」

（香料には色々あって！　体臭や口臭のマスキング効果もあったりするのに！　知っててほしい人ほど興味ないの、なんでよぉ……！）

　しかし新人の身で、プライドの高そうな管理職のおじさんに、使ってくれとお願いするわけにもいかなかった。

　私は、耐えて、と自分に言い聞かせる。

　調香師は専門職だ。未経験者を採用してくれる企業は少なく、募集人数も少ない。この会社を追い出されたら行く当てがないのだ。ここは、この苦行に耐えるしかない。

「一生懸命、勉強します」

「あ〜、甘いね。会社は学校じゃない。キミたちはもう社会人、会社からお給料をもらう立場なんだぞォ？」

　課長補佐は両手で私の肩を揉み、目を合わせたまま顔を近づけてくる。

（ち……近づきすぎでは……？）

　呼吸の苦しさと、鼻をつまんで逃げ出したい気持ちを抑えることに必死で、体に触られても、何もリアクションできなかった。

　誰か助けてくれないだろうか、と周囲の気配を探るけれど、近くのテーブルにいる初対面の本社の人たちは視線を合わせてくれない。

　呼吸困難で倒れるまでがんばるしかない、と覚悟を決めた時だった。

　私と課長補佐の背後に、誰かが座る。空気が動いて、心なしかニオイの濃度が薄まったような気がした。

　視線を向けると、配属の時に挨拶した本社の商品開発部のボス、宇う津つ井い室長と目が合う。グレーの髪、やや気難しそうな顔立ち。仕立ての良さそうなベストとスラックス姿で、洋画に出てくる、少し枯れた紳士という雰囲気だ。ギラついてなくて、あまり「男」を感じないからか、おそらく課長補佐と同じ四十代だろうに、「おじさん」という感じが一切しなかった。
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「大事な新人を歓迎していただき、ありがとうございます。僕も交ざっていいでしょうか？」

　課長補佐は、想定外の出来事だったのか、うろたえた様子を見せる。

「ハァ、もちろん……でも、宇津井サンのとこの新人じゃないですよね」

　なぜ保護者のような顔で話に入ってくるのか、と課長補佐は不満を匂わせるが、宇津井室長は気づかないのか、悠然とした態度で返した。

「研究職の方には、僕ら商品開発部がこれからお世話になるので。彼女たちの存在なしには、会社の命運を担う新商品開発ができません。今は新人でも、未来の『花白堂』の宝です」

「手厚いことですな。ワタシらの頃は、上から厳しく社会人のルールを叩き込まれたモンですよ」

「業務時間に指導が必要なことがあればそのように。宴席では楽しいお酒を。見たところ、永倉さんはあまりお酒が強くなさそうだ。……どうかな？」

　私はお酒が大好きで、家でも晩酌するくらいなのだけれど、宇津井室長の目配せを受けて、助け船を出してくださっているのだと確信する。

「……酔ったかもしれません。失礼があってはいけないので、外の風に当たってきますっ」

「道路は酔っ払いが多いので、ひとりでは危ないですよ。誰か、一緒に」

　宇津井室長が研究室の人に声をかけてくれたので、私は中途入社だけど同期の、しっかり者そうな女性と共に、店の外に出て深呼吸することができた。

　私の立場が悪くならないようにさりげなく助けてくれた宇津井室長のスマートさは憧れずにはいられなかったし、その後、離れた席にそうっと戻った際、私の方をちらっと見て笑った彼の共犯者めいたまなざしは、その晩も次の晩も──それから約三年半が経った今でも、私の眼裏をちらついて、お近づきになりたい欲を煽るのだった。




「……だから、助けてくれたあの時から、室長は私のヒーローなの！　ミソさんだって見てたでしょ？」

「見たし、何度も聞いたわよ、でもね」

　三年半前の歓迎会の日、私の酔い覚ましのフリに付き合ってくれた嶋しま美み園その、通称ミソさんは、今、私の調香室で、ムエットという、香料を染み込ませた細長い紙を鼻先で揺らしている。

　彼女はエバリュエーター、調香師の作った香りを分析・評価するのが仕事だ。トレンドやターゲットの嗜し好こうをふまえて試作品に助言をくれる、調香師の強い味方なのだけど、合理的で頼りになる反面、辛しん辣らつなところがあるので、少し緊張する。

　彼女の評価を待っていて手持ちぶさたな私は、調香台の棚を掃除していたが、恋バナをするうちに体がポカポカしてきたので、原料の入った茶色の小ビンを台に置き、両手でほてった顔をあおいだ。

「でも、何？　ミソさん」

「上司としては申し分ないわ。でも、四十過ぎのおじさんに、本気の恋？」

　宇津井室長を好きになったことを私が打ち明けたのは、同僚ではミソさんだけで、他は大学時代から付き合いが続いている友人たちくらいにしか言っていない。

　だけど、宇津井室長本人を知っている人も、まったく知らない人も、反応は大体同じだ。私と一回り以上の歳の差があることを気にして、微妙な顔をされる──だけならまだ良くて、「それは恋心じゃなくただの憧れ！」と決めつけられることすらあった。

「本気で好きなの！　助けてもらったのがきっかけだけど、それがなくても、仕事できるし、ミスも優しくフォローしてくれるし、人生経験豊富で同年代なんてメじゃなくかっこいいもん。指の形も大好き」

「中年のニオイは大丈夫なの？」

「もちろんきちんとケアしていらっしゃるもん。室長室に入るとイイ香りがして……ああ、室長にぎゅっとされたい！　鼻腔いっぱい、室長の香りをかぎ込みたい！」

　異性として魅力的なんだと、わかってほしくて熱弁した瞬間、力が入り過ぎたのか、私は振るった手で台の上の小ビンたちをなぎ倒してしまう。

　その中にフタが緩いものが数種類あり、原料がこぼれ出してしまった。悲鳴をあげるドジな私にミソさんはうがったコメントを下す。

「いくら室長に優しく叱ってほしいからって、原料をムダにするなんて」

「ちっ、違う、わざとじゃ……。待ってミソさん、どこ行くの？」

　肩をすくめて部屋を出て行こうとするミソさんに、私は追いすがった。

　今、私はメンズヘアケア製品の社内プロジェクトに向けて、試作品を作っているところだ。しかし、なかなかアイデアが湧かないので、意見をもらって突破口を作れたらと思っていた。

　しかし、頼りのミソさんはつれない態度だ。

「こんな混沌としたニオイの中じゃ評価できないし、かがせてもらった試作品はダメ、迷走中って感じ。帰る」

「そんな……！　ミソさぁん」

　連日残業しての試行錯誤を全否定された私は、泣きそうだ。ほだされたのか、ミソさんはドアのところで振り返り言った。

「メンズ製品なんだから、もっと男性の好みを研究するべきよ」

「はぁい……」

　調香室のドアが閉まり、中に残された私は自主残業の覚悟を決める。

　試作品提出までは手がかりの少ない状態でもがくことが多くて大変だけど、新しいことにチャレンジできるこの仕事が、私は好きだった。

（ようやく試作品出させてもらえるようになったんだし、しっかりしなくちゃ。……だけど、室長のことを考えると、胸がフワフワして、手元がお留守になって、失敗続き。いけないなぁ）

　反省しつつ調香台を片づけながら、私はふと、こぼしてしまった原料の混合物をベースに試作品を作ってみよう、と思い立つ。ベーシックな配合を無視して調合したら、普段はできない、柔軟な発想ができるかもしれない。

　目の前の棚には、小ビンに入った香料の原料がアルファベット順に並んでいる。これらを組み合わせて、化粧品に※賦ふ香こうする新しい香りの候補を作るのが、三年の見習い期間を卒業した私の仕事だった。

（男性の、好きな香り、かぁ）

　ミソさんに言われたことを思い出してみるけれど、結局、男と言われて私が思い浮かべるのは、宇津井室長の顔だけだった。なんとも言えない枯れた官能をどうやって表現しようかと考え、落ち着いたセダーウッドと色っぽいムスク、そしてヒト体臭成分アンドロステノールも微量混ぜてみる。味見のように何度もかぎながら、スパイスになる香りも仕込んで、なかなかいい試作品が作れたと思った私は、宇津井室長にも見てもらいたくなった。

（男性の意見、聞かないとね）

　商品開発部のトップとして、東とう京きょう本社と神か奈な川がわ郊外にある研究所を忙しく行き来している宇津井室長は、成分研究畑のバリバリの理系だけど、化粧品における香りの重要性を軽く見ることなく、進捗を気にかけて声をかけてくれ、何か相談があれば部屋に来てくれ、と、平等でオープンな上司ぶりだった。

（それを利用するわけじゃないけど。機会があれば会いたいし、声が聴きたい、褒められたい。恋が叶うことがなくっても、せめて、いい部下だと思われたい）

　私の恋心は、とっくに本人に告白して、玉砕済みだ。うっかりミスが多い私に、あくまで優しく、心配事でもあるのですかと尋ねてくれる彼に、気持ちが膨らみ切って、半年前、ついに打ち明けてしまった。フラれたけれど、誠実に答えた上で、それまでと態度を変えず部下として面倒を見てくれる宇津井室長を、キライになんてなれない。

（こんな新機軸の香りの処方を編み出すなんて、すごいな、なんて、褒められちゃったらどうしよう。感激のハグは無理でも、頭なでなででもしてくれたら、日々の苦労が報われるのになぁ！）

　妄想に頬が緩んでしまいながら、私は試作品を持って、室長室へ向かった。




「ふむ。複雑で艶のある香りですね。競合商品と差別化もできそうだ。ですが……」

　試作品のムエットを手に、宇津井室長はあごに逆の手を当て考え込んだ。なでなでとも甘い囁ささやきとも無縁の、気難しそうな表情で試作品の長所を褒めた後、一般男性のニーズと食い違う面の具体例を出しながら、このままでは不採用にせざるを得ない、と見解を述べる。冷静で客観的で、来る途中の妄想は粉々に打ち砕けるけれど、そこがいい、デレデレに甘い宇津井室長なんて想像できない、と私は思った。俗っぽさがなく、研究一筋という感じ。

　一度も結婚したことがないという社内の噂にも納得してしまう。

「そうですよね。お時間取らせてすみませんでした」

　男性の嗜好性をわかっていない、と、ミソさんに指摘された弱点を再び突かれ、肩を落として退室しようとした私の背中へ、柔らかなテノールの声がかかった。

「永倉さん、待ちなさい。今回、苦戦しているようですね」

　お忙しそうだし、研究所に来る回数も限られているし、部下も多いし……と思っていたけれど、しっかりお見通しの宇津井室長に、私はすなおに白旗をあげる。

「はい。メンズ、難しいです。女性とは、ニーズが全然違います」

「僕も化粧品のことで苦労しましたから、わかりますよ。モニター試験など男性の意見を直に聞ける機会を作りましょう」

「ありがとうございます」

「試作品提出までは、自力でがんばっていただくしかありませんが。相談に乗るくらいでしたら……」

「じゃあ、私とデートしてください！」

　脈絡なく繰り出したアプローチに、宇津井室長は大人の余裕を崩さないまま、苦笑を浮かべた。

「どうしてそうなるのですか」

「もっと男性のことを知るべきだって、室長もおっしゃいました」

「僕なんかでは役不足ですよ。同年代のすてきな彼を作りなさい」

「前にお伝えした通り、私の好みは、室長なんです！」

　必死かよ、と思われそうだけど、好きな人を、一度や二度の玉砕で諦めることなんてできない。

　何度だって自分の存在をアピールするんだ、と、気持ちを湧き立たせていると、

「君はすぐにおじさんを困らせる。悪い人ですね。デートは無理なので、これくらいで勘弁してください」

　そう言って、宇津井室長はデスクの引き出しから何か取り出すと、私に握らせた。フルーツ飴あめだ。

　完全に、子供扱いされている。

　そのヤキモキが、私の手を動かした。

「はぁい……。そういえば、この※香調ノート、メンズには向かなくても、女性向け製品なら合うでしょうか？」

　宇津井室長のデスクの上から試作品の容器を取り戻した私は、自分の手首に吹きつける。希釈用のエチルアルコールが私の体温にあたためられ、肌の上で揮発した。香り成分が体臭や皮膚の水分量、皮脂成分などと干渉し合うので、当然、紙に染み込ませたものとは異なる香り立ちになる。仕事柄だろう、宇津井室長の鼻がわずかに動いた。

（こんな見え透いたアプローチ、恥ずかしい。でも、少しでも「女」として意識されたい）

　そう思って私は、香料を両手首で捏こねた後、腕を背中側に回して、うなじにつける。

　ぴくっ、とデスクの上で、骨ばった手が跳ねた。

　それを隠すように、宇津井室長はさりげなく手を引いてしまう。

（あれっ……もしかして有効？）

　宇津井室長は椅子の向きを変え、正面から私を見た。ライトの当たり方のせいか、表情が独特の圧と欲望を湛えて、どこか「オス」らしく見えるような……。私の願望かもしれないけれど。

「体に纏まとわせると、香りの印象が変わりますね」

「そうですか？　どんな風に？」

「随分と、君が魅力的に見える」

「えっ！」

　私は思わず驚きの声をあげた。

（室長の口から、そんな言葉が出るなんて……！　あくまで香りの心理的効果を褒める表現なんだろうけど、期待しちゃダメなんだろうけど、でも）

　動揺を抑えようと、私は、調子に乗ったフリをしてみる。

「よ、良かったです、室長のことを考えながら、私ぐるみで、気に入っていただけないかなー、なんて思って作つくっ……室長、聞いてます？」

　じっと私に視線を注いでいた室長は、呼びかけに突然かーっと顔を赤くしたかと思うと、その顔を手で隠すようにして横を向いてしまった。こんな宇津井室長は、見たことがない。

「どうかなさったんですか？　室長」

「……どうかしたように、見えますか」

「いえ、……」

　室長が否定してほしそうだったので、そうしたのだけれど、やっぱり様子が変なように思えた。

「あ、もしかして、お風邪ですかっ」

　思い当たってみれば、顔が赤く、目が潤み、呼吸も時々苦しそうだ。思わず手をかざしたところ、それをはばむように、宇津井室長に手首を掴まれた。
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「す、すみません、とっさに……熱をはからなきゃって……」

「いえ、びっくりして、すみません」

　上司のおでこに手をやろうとするなんて、無礼きわまりない。宇津井室長だって驚くだろう。

　社会性が足りないなぁ、と反省するけれど、私を掴んだ掌てのひらは、やはり普通より熱い気がするのだった。

「室長……？」

　なかなか手を解放してくれない宇津井室長をうかがい見たとたん、普段の鋭さを失って、どこかぼうっとした視線にぶつかり、心臓が跳ねる。

　私の勘違いでなければ、キスをねだっても言うことを聞いてくれそうな危ない雰囲気だったけれど、戸惑う間に、宇津井室長は悩ましげなため息をつき、自嘲するように笑った。

「どうしたのかな。僕は。こんな気分になるなんて……」

「ご気分が悪いんですか？　きっとお風邪です。早めに帰られたほうがいいのでは？」

　初めて見る、弱った姿にうろたえながら提案すると、彼は本当につらそうな感じで頷き、私から手を離す。

「そうしましょう。永倉さんは？」

「私はもう少し調合して帰ります。経験不足は手数で解決、なんちゃって」

「いつも遅くまで、精が出ますね、がんばりやさん」

　頭の上に、ぽん、と掌が乗り、優しく撫でられた。

　目の前には極上のほほえみ。

（こ、これは念願の……！　絶対、室長、熱がある！　熱、ありがとう！）

　突然降ってきたごほうびタイムに、体が沸騰しそうなくらい熱くなったけれど、それは宇津井室長の風邪が感う染つったとかそういうことではなくて、きっと恋と乙女と思い人の、正常な作用なのだった。




　次に会った時には、宇津井室長は冷静沈着な、いつも通りのお姿だった。それは鉄壁のガードが復活したということでもあって、あれから恋の戦果はフルーツ飴のみ。体調が悪いだとか、隙すきがある時でなければ、プライベートのベールが厚い宇津井室長と、今の「上司と部下」の関係を進展させることはできなさそうだ。

（室長の風邪が悪化しなかったのはいいことなのに、またああいうことがないか望んでしまう私って、ひどい……）

　メンズ製品の香料で煮詰まって残業続きの私は、ひとりきりの調香室でのびをした後、台に突っ伏した。いろんな香りが染みついた調香台をかいでいるうちに、これまでに作った試作品や、やらかした失敗のこと、調合中にミソさんとした雑談などが、懐かしく思い起こされてくる。香りは記憶と結びつくのだ。

　そうだ、と私は体を跳ね上げた。

　宇津井室長に頭ポンしてもらった日に使った試作品を、引き出しから取り出す。

（あの時の香りに頼ってみよう。私のことが魅力的に見える香りって室長もおっしゃってたし）

　その香料を、用事があって室長室に行く前、お化粧直しの仕上げにトワレとして使うと、なんだかその日は、宇津井室長の態度が、あの時ほど挙動不審ではないにしろ、柔らかくなるように思えた。気のせいかもしれないけれど、笑顔を見せてくれる回数も増えた気がするし、私のアプローチへも塩対応じゃなくなってきた……気がする。

　最初は、体調が悪い状態を見られたことへの羞恥心がよみがえるのかなぁ、とも思ったけれど、残業して仕上げた書類を室長室に持って行って、うっかりお腹を鳴らしてしまった私を、

「何か軽く食べて帰りますか？」

と誘っていただいた瞬間、

（願いの叶う、ラッキートワレだ！）

　そう確信して、偶然開発した香料に、全身全霊で感謝してしまった。




　といういきさつで、私は、中心部から少し離れたところにある、一階が製菓店、二階がレストランになっているお店に、宇津井室長の車で連れて行ってもらった。製菓店が経営しているだけあってクリームパスタが美お味いしく、食後のケーキが充実していて、こんな女子ウケの良さそうなお店をご存じなのかぁ、と意外に思う。

「室長おひとりでも、こういうお店にいらっしゃるんですか？」

　尋ねると、宇津井室長は肩を竦すくめた。

「僕ひとりでは来ませんよ。今日は君がいますから。おじさんしか行かないような店にはお連れできません」

　ＳＮＳ映えしそうなかわいいお店で、宇津井室長と向かい合わせに座って、デート気分を満喫できるのだ。もちろんどんなお店でも構わないけれど、配慮してくれたという事実が飛び上がるほど嬉しい。だけど、思いがけない女性あしらいのうまさに動揺もした。

（デートの一回や二回、当然経験あっておかしくはないけど、普段の室長からは、そういう色事のニオイがしないから……）

　女性の影がちらついて、こんなことなら、エスコート下手なほうが安心できた、なんて。

　恋する乙女はわがままで、申し訳なくなる。

「永倉さんは、入社してどのくらいになりましたか。仕事には慣れましたか？」

「三年半ほどです。失敗も多く、先輩方には迷惑をかけっぱなしですが」

「そうですね。備品は大切に」

「う、はい、すみません……！」

「とは言え、熱心で、固定概念にとらわれないアイデアを持っていると、先輩調香師たちが話していましたよ。君の試作品が出されると、意見交換が白熱します。期待していますからね」

「ありがとうございます！」

　本社でも研究所でも多くの部下と関わる役職者なのに、末端の私のことまでしっかり見ていてくださるのだなぁ、と感激してしまった。

「室長。新入社員の歓迎会で、私に話しかけてくださった時のこと、覚えていらっしゃいますか？」

「もちろん。……同僚を悪く言うのは気が進みませんが、彼のあれはご迷惑でしたね。新入社員と親しくなりたい気持ちはわからないでもないですが、相手の立場になって考えれば、上司として適切な距離感というものがあるというものです」

「親しくなりたい気持ち、わかりますか？　室長も」

「それは誘導尋問かな。永倉さん」

　宇津井室長に困り顔をさせたいわけではないのだけれど、そんな顔さえ魅力的で困ってしまう。

「そんなこと。私のこと、ただただご迷惑ではないかと、思いもするので」

「迷惑ですよ。職場の風紀を乱しかねない、特別に浮ついた気持ちは。……と、言うと、君は傷ついた顔をするのでしょう。困ってしまうな」

　覚悟して深掘りした話題でも、迷惑、の一言がグサリと突き刺さった。そんな私を見透かして、宇津井室長は語調を柔らかく変える。

　優しい、でも、非情になりきってくれれば、嫌うことができるかもしれないのに、とも思って、やはり、恋する乙女はわがままだ。

「困る……」

「どういう意味かというと、……そうですね、そもそも苦手な方から言い寄られても、別に困りはしませんよ。無視すればいいだけです」

「それって……！」

　まったく可能性がない、というわけではないのだろうか。思わず胸が高鳴るけれど、宇津井室長はそれ以上何も言わない。

　私は身を乗り出すように聞いた。

「立ち入ったことをお伺いしますが、室長、ご結婚って……」

「ずっと独り身ですよ」

「女の人が苦手とか？」

「とんでもない。ただ自分は、石橋をたたいて渡るほうというのか、慎重なのでしょうか。仕事人間の僕より、他の男性と一緒になったほうが、その人は幸せになるんじゃないか、などと、わずかでも不安を覚える時点で、結婚する資格がない気がして。……おしゃべりが過ぎましたね。恥ずかしいので、みんなには言わないでくださいね？」

「はい……！」

　踏み込み過ぎて嫌われるのではないかと不安になったけれど、宇津井室長のプライベートな一面にようやく少し触れられた気がして、私は嬉しいのだった。

「さあ、明日も仕事なので、遅くならないうちに帰りましょう」

「はい、あ、少し失礼します」

　化粧室に寄って、お化粧直しをした後、ほとんど習慣のように、トワレを吹きかける。香りが長時間持続せず、気軽に使いやすいのがトワレの特徴だ。トップノートは甘くて特にお気に入りだった。

　恋を助けてくれる効果があるなら尚更だ。

（明日の仕事のことなんて忘れさせるくらい、室長を誘惑できたらいいのにな、……なんてね）

　待っていてくれた宇津井室長と一緒にエレベーターに乗り込むと、彼は少し離れた位置に立って、軽く咳払いをした。

　私は先ほど、話が途中で切られてしまったので、つけ足しておきたくて口を開く。

「さっきのお話ですけど、室長は責任感が強いだけで、絶対、お相手を幸せにできる方だと思います。それほどまでに幸せにしたいと思ってもらえて、女性は、嬉しいです、絶対！」

　そこまで思われる女性のことが、私は、ヨダレが出るほど羨ましかったけれど、そういう相手がもし、今、室長にいるというのなら、やっぱり、好きな人には幸せになってもらいたいものだから。

（私の無鉄砲な明るさに、ちょっと影響されちゃえばいいんだ……）

　宇津井室長は、あきれているのか、仕方ないなというような顔で、私のことを見つめている。

「……若さというのは、恐ろしい」

「私は室長と違って後先考えないで飛び込んじゃう性格ですけど、やってみたら何とかなることってあると思うんです。ドジな私だって、調香師になれたんだし……」

　宇津井室長は近づいてきて、私の肩の横あたりの壁へ手をついた。遅れて逆側にも手が置かれたので、私の体は、宇津井室長の両腕の中に閉じ込められるような体勢になる。
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（えっ何？　壁に虫でもいたかな？　それにしたって、素手で触るかな？　室長が）

　意外、と思っているうちに、宇津井室長は、私の耳のそばに顔を寄せる。

「君はかわいい。君のような人を前にしたら、後先考えず、立場も何も投げ出して、ここで君の唇を吸ってしまいたい、と、そういう気持ちにならないわけは──」

　どういうこと、と思う間に、宇津井室長は傾けた顔を戻し、正面から私の目を見つめた。熱のこもった瞳に、吸い込まれそうだ。

　乾いた掌が、そっと私の頬に触れる。

　ドキドキして心臓がはじけそうになった時、エレベーターの扉が開いて、涼しい風が室内に入ってきた。

　そのせいで頭が冷えたのか、人に見られるといけないと思ったのか、宇津井室長はさっと体を離す。

　そして、あくまでも紳士的に、私を家まで送ってくれたのだった。




（もしかして、いい感じだったのかな。脈あり、だと思っていいの？）

　次に室長室に行く時には、続きがあるかも？　と舞い上がってしまったのだが、逆に、私と目も合わせないで事務的なやり取りだけだった。気まぐれな宇津井室長に、私は振り回されっぱなしだ。

　年齢差もあるし、異性でもある。自分とは違う存在すぎて、想像が追いつかない。

「もう、ラッキーに賭けるしかないよ」

　例のトワレは、元が試作品なのであまり量は作っておらず、大事に使ってきたが、底を尽きかけていたので、自主研究という名目で就業時間後に増産することにした。

（いつかこの香料を元に新商品を大当たりさせて、ご恩返ししますので……！）

　そう念じることで会社の原料を使う罪悪感を打ち消しながら、記憶と、わずかな現物を頼りに、香料の再調合を進める。

　トワレが完成に近づきかけた時だった。

「在庫点検させてくださーい」

「えっ」

　いきなり男性が調香室に乱入してきて、手元と鼻の感覚に集中しきっていた私は、うっかり床に調合香料の入ったビーカーを取り落とし、割ってしまった。むせ返りそうなほどのニオイが立ち込める。

　宇津井室長にも釘を刺された後で、備品の取り扱いを慎重にしていたところだったので、余計に落ち込んだ。

「あーあー。また、備品壊して。永倉さん、多いですよ。不注意なんじゃないですか？　気をつけてもらわないと」

　そう言う彼は、調香師アシスタントの安やす谷やくんだ。私より社歴も短く、年下のはずだけれど、頼りない新米調香師だとなめられているのか、妙に態度が上から目線だった。

「すみません、すぐ片づけます」

　あなたがノックもせずに入ってくるから、と責任転嫁したい気持ちになるものの、あまり接点のない同僚なので、気安いことは言えない。

　私は床に屈み込み、割れたガラスを手で拾い集めた。途中、濡れた床に白衣を引きずっていることに気づいたけれど、もうどうしようもない。

　安谷くんは腰に手を当て、やれやれと私を見下ろしていたが、一度、むせたような咳払いをする。

　濃いニオイのせいかな、と思って上目で見上げると、彼は鼻をふくらませ、ふんふんと大きく呼吸していた。

（……ニオイ、つらくないのかな）

　それはそれとして、勘違いかもしれないけれど、イヤラシイ視線が私の胸元に注いでいたような気がして立ち上がる。濡れた白衣の裾が、ぺたりとふくらはぎに張りついた。

「ニオイ、当分消えないと思いますので、すみませんが、在庫点検は明日にでも……」

　私の言葉の途中で、安谷くんは香料の池の中に一歩踏み込み、口を開いた。

「今日も遅くまで残業ですか？　今回の企画、永倉さんが苦戦してるって、ミソさんが気にしてましたよ。男性の助言が必要なんじゃないかって」

「ミソさんが……」

　つれない素振りだけど、一応気にかけてくれていたのだなぁ、と、じんとしていると、安谷くんはまた一歩近づく。

「男の経験不足なんでしょ。永倉さん。教えてあげてもいいですよ、実地で」

　えっ、と思った時には、調香台に押しつけられるような形で安谷くんに腰を抱かれ、ぴったりと密着されていた。背中を撫でる感触にぞわりと肌が粟立つ。これは。

「じょ、だん……やめてくださいっ」

「いいでしょ、気持ち良くしてあげますから！」

　生あたたかい息が、首筋に吐きつけられる。

　私の抵抗を防ぐ手の力には何の手心も加えられていなくて、相手がヒトじゃなく、飢えて余裕のないケモノみたいに思えた。

（何これ、怖い）

　私が暴れようとするたび、彼の体温が上がり、ワキの下の重く鋭いニオイが強く香る。興奮して、狩りを楽しんでいることが伝わってくる。それは、遠慮のカケラもなくグイグイと調香台に臀でん部を押しつけられることでもわかる。私は痛みに気を取られ、白衣を脱がされかけても抗いきれない。腕に纏わりつく布が邪魔で、両手が不自由になった。

　それをいいことに、安谷くんが私のシャツのボタンに手をかけた瞬間、ノックが響く。

「永倉さん、廊下まで香りがしますよ。もしかして、また香料をこぼし──」

「室長っ!!」

　切迫した声で叫ぶと、宇津井室長は調香室のドアを開け、台に追い詰められた私を見つけてくれた。

「何してる！　止めなさい！」

　鋭い声を出す彼を見た瞬間、私は泣きそうなくらいほっとしていた。一方、私を襲った安谷くんは、夢からさめたような顔で、ぼうっと宇津井室長と私とを見比べるのだった。




　宇津井室長は、鍵のかかる応接室に私を連れて行き、休憩室の自販機で私の好きなホットココアを買ってきてくれた。

　そして、調香室の片づけをしながら、安谷くんに話を聞いてくるという。

「事情は双方から確認しなければいけません。君のことも、職場での名誉も、けして傷つけないように守りますから、どうかこの部屋で、落ち着くまで休んでいてください。誰か、仲の良い女性のスタッフに連絡して来てもらいますか？」

　混乱が収まるまでは、誰ともしゃべれる気がしなかったので、私は首を横に振った。

　宇津井室長は頷き、必要なものはないか、心細くはないかと何度も確認を取ってから、応接室を出ていく。

　ひとり部屋に残された私は大きく深呼吸し、起こったことを頭の中で整理した。

　なんだったのだろう、と思う。安谷くんとは、これまで個人的な接点を持ったことはない。好意や視線を感じたこともないように思う。

　職場で後先考えずにこんなことをすれば、まずい事態になるのはわかるだろうに、なぜ彼はそんな危ない橋を渡ったのだろうか。

　三十分も経たないうちに戻ってきた宇津井室長も、悩みの深い顔をしていた。

「安谷くんの話を聞いてきました」

「なんだったんですか？　あれは」

「その、彼の言い分では、君を襲おうとしたのは事実だが、はっきりと記憶がない。ただ、ガラスを片づけている永倉さんを見ているうちに、感じたことのないくらい強い欲望に襲われた、と。本来、このような言い逃れをまともに受け止めるべきではないのですが、僕にも、思い当たることがありまして。……実は僕も僕自身の体が、自分のものでないように感じたことが、最近、あります。こんな非現実的な話で、被害に遭った君を更に傷つけるのは気が進まないのですが……」

「いいです。私もどういうことなのかわかりたいです。話してください」

　言いながら、私の心臓は、ある心当たりに早鐘を打っている。

「……実は、君の纏っているトワレが関係しているのではないかと、僕は疑っています。今も君から漂う、引力の強い、艶やかで特徴的な香料。それをかぐたび、僕は……君を強く抱き締めたい欲望にかられた。もしかして、その香料を大量にかぎ込んだことで、安谷くんは、我を忘れるような感覚に身を委ねてしまったのではないか、と。……彼も混乱していたので、頭を冷やさせるために、今日は帰しましたが……永倉さん、あの香料は、なんですか？」

　宇津井室長は、自分の予想をリアリティのない夢物語だと思っている節だったけれど、私が危惧していたことも、同じなのだった。

「メンズ製品の試作品として、一度、室長に見ていただいた香料です。あれをつけている間は、室長が好意を持って私を見てくださるように思えて。……学生の頃、性誘引フェロモンの授業を受けたことがあります。ガやネズミ、それに哺乳類にも、フェロモンはあるって。その効果を際立たせるようなものを、私は、作ってしまったんでしょうか？」

「試作品をかいだ時には、それほどおかしいとは思わなかったので、ヒトの肌の上で揮発することで、分泌物や細菌と混ざり、独特の効能を発揮してしまったものと、僕は考えます」

　自覚は、あった。けれど、宇津井室長の変化が、安谷くんほど劇的なものではなかったので、それほど強い効果だとは思わず、恋を助けるおまじない程度に思っていたのだ。

　あの香料が、その気のない男性の性行動を引き起こすものならば、さんざんそれをかいだはずの宇津井室長はどうして冷静でいられるのだろう。

　今だってそうだ。

　効き目には個人差があるのだろうか。

「……おかしいと思いました。私の願望通り、コトが運びすぎているって。公私の区別をしっかりなさる室長に、ふたりきりでお食事に誘っていただいたり……。違和感があったのに、嬉しくって思考停止してしまってた。私、室長の好意も、あのトワレで操っていたんですね……。どうしよう、すみません」

「僕は、自分ひとりの感覚かと思っていたんです。かわいいと日頃から思っている人が、ある日香水を変えてドキッとするような、それで改めて意識してしまうような、男子高生のような、幼い恋だと」

「……室長？　それは……」

　恋、という単語が、宇津井室長の口から出てきたことに、私は驚いた。

「しかし、恋ならば、コントロールすべきだ。君の幸せを考えれば、こんな年上のおじさんに付き合わせて、将来の選択肢を狭めさせるべきじゃない。そう、いくら自分に言い聞かせても、体温は上がるし、脈拍は速くなるし、様子がおかしくて、人間ドックに行くべきかなと思ったりもしたけども」

「……室長ったら」

「君に触れたくてたまらなかった。部下の君が、女性として、これまでの人生で出会ったことがないくらい魅力的に見えたんだ」

　それは、香料のおかげだ。

　私が好意を伝え続けた効果が出たわけじゃなかったのだ。

「……今は、どうですか」

「香りだから徐々に慣れもする。さすがに最初の日は、うっかり過ちを犯してもおかしくないくらいの気分だったが──それでも我慢できた。君のことを傷つけたくないと思えばね。腕の中に閉じ込めてかわいがりたい欲に負けずにいられた。……トワレを使われる前から、僕は君のことをかわいいと思っていたよ。だからこそ、衝動で手に入れることなんてできない。軽蔑されたくはないからね」

「軽蔑なんてしないです。室長なら」

「本当に？」

　宇津井室長の掌が、頬に触れる。ためらいが、震えとなって伝わってくる。それとも、トワレの誘引作用に耐えているせいなのだろうか。

「……はい」

　宇津井室長の手の上から自分の手を重ねると、どちらともなく指と指が絡んだ。視線を合わせると、彼の瞳が艶めいた色を宿す。つないでいない方の手で、彼は私を、ゆっくりとソファに押し倒した。

　宇津井室長は、私の肩から腕のラインをなぞると、手の甲をすくって、うやうやしくキスを落とす。

「……トワレの効果とやらに力を借りないと、触れる勇気も出ないくらい、大切で、好きだった。君みたいなまっすぐな人に好かれたら、僕なんてイチコロだ。でも未来のある君が、一時の気の迷いでも、ムダな回り道をしてはかわいそうで」

「ムダなんて！　私はずっと、室長が好きです。だから、トワレのおかげでも、求められたら嬉し……あっ」

　宇津井室長の掌が、私の片方の胸を丸く撫でた。

　肉の柔らかさを確かめるような優しいタッチで、やはりあのトワレの影響下にあるとは思えない。

　我慢してくれていると彼は言ったけれど、私はその理性が吹き飛ぶくらい、宇津井室長を夢中にさせたかった。自分に溺れてほしかった。

　好きな人に触れられている興奮で、理性をなくしそうなのは私のほうだ。体を優しく撫でる掌を、そこにこもる愛情をありったけ感じたくて、全神経を傾けることで感度が上がり、うっとりした。

　触れるか触れないかのタッチで胸を揉まれるうちに、頭がぼうっとして、体が痺れて、頭の回転も、舌の回りも悪くなる。

「好き……しつちょ……好きです……私、……あ、っ……」

　ただ夢中で伝えたいことを伝えていると、唇を唇で柔らかく塞がれた。

「……ん……っ、う」

　湿った唇に覆われ、軽く引っ張られ、舌で愛でられる。

　ふやけた口内に侵入したのは、私のアプローチをドライにしりぞけつづけた、理性的な上司の舌だ。熱心に、けれど性急さはなく、余裕たっぷりに、私の舌をゆるゆると愛撫した。

　私も宇津井室長の体の内側を味わってみたくて、おそるおそる舌を差し出すと、ダンスのリードみたいにぐっと相手の舌に引き寄せられ、わずかにほろ苦さのある口内に導かれる。そうして舌の端から舐め溶かされる。激しくはないのに、官能のぬかるみに足を取られて動けなくなりそうな、長いキスだった。なんていやらしいキスが、この世にはあるんだろう。

　好きな人のえっちな一面を知れる喜びと、求愛の気持ちを受け入れられた嬉しさで、体中の血管が膨張しそうだった。

　唇が離れた時には、呼吸を忘れて快楽をむさぼった証のように、息が乱れて、胸の奥が苦しい。

「そろそろ僕に言わせてくれないか。愛している。郁」

「室ちょ……」

「君が欲しい」

　どきり、と固まった唇をノックするように、ちゅ、と最初は軽く、やがて激しく唇に蹂躙される。私は翻弄するような動きについていくのに必死で、再び解放された時には、唇を結ぶのが難しいくらいふやけきっていた。

　目尻からつっ、と、涙が一筋落ちる。

（……夢みたい）

　そう思った瞬間、もう片方の目からも涙がこぼれた。

「佳よし史ふみと、名前で呼べばいい。今の僕は、君の上司ではない。恋人だ。かわいい君を占有する代わりに、僕のことも全部あげよう。……郁」

　幸福感でぼうっとしている私に、宇津井室長は何度も私の名前を呼びながら、愛情のこもったテノールを響かせる。

「郁を、愛している。前向きで、好きなものに一直線で、それ以外のことは時に危なっかしいほど不器用な君から、目が離せない。手助けしたくなる。見えないところで泣いていないか心配で……」

　宇津井室長が、涙のあとを優しく拭ってくれるので、私は照れ笑いした。

「これは、嬉し涙です」

「そんなにも僕のことを思ってくれるのはなぜだろうね」

「……歓迎会で庇っていただいて、あのにぎやかな場所で困っている私に気づいてくださるくらい、なんて視野が広くて優しい方なんだろうって感激しました。仕事中も……。それと、あの、人は見た目が九割、って言うじゃないですか。でも私は、対人関係上、嗅覚から感じる印象の比重がすごく大きいんです。つまり、室長のニオイが……」

　言葉にならない好意の感覚をなんとか説明しようとして、途中で恥ずかしくなる。

（私ったら、なんてことを口走ってるの……！）

　恋した理由が、体臭に惹かれて、なんて言ったら、普通、引かれるところだ。

「好ましかった、と？」

　宇津井室長の、冷静きわまりない声で確認されると、ますますいたたまれなかった。

「……はい。かぐと心が落ち着いて、もっと近くに寄りたい、って気持ちになって、幸せで気分がハイになって。室長にも同じ気持ちになってほしくて……私に恋してほしくて、室長から感じた誘引の香りをイメージしながら、あのトワレを作ってみたんです」

「なるほど」

　納得したように、宇津井室長は頷いた。私の上半身を抱き起こすと、着ているものを、まるで花びらを一枚一枚ちぎるように脱がせていく。

　再びソファに押し倒され──初めての行為の恥ずかしさに耐えていた私は、そこで思わず悲鳴をあげた。

「きゃぁっ……！　し、つ、ちょ、何を……！」

「……興味深い話だったので、実際に僕の鼻で官能検査をさせてもらおうと思ってね。あのトワレの奥に秘められた、君自身の香りがどんなものか。君自身、今、どんな誘引の香りでもって、僕に誘いかけてくれているのか……」

　室長は抵抗しようとする私の手首を片手でまとめて、ソファに押さえつけると、がら空きのワキに鼻を埋めた。くんくん、と鼻を動かし、確かめるように体臭をかぎ込む。憧れの人に、シャワーも浴びていない状態でそんなことをされる驚きで、私の目に、先ほどとは違う涙が浮かんだ。

「やっ、やだ……恥ずかしい……」

「今の話からすれば、お互い様だろう？」

「そ、そうですけど……ひゃぁ！」

　私はこんな至近距離でかいだわけじゃない、と反論しようとした瞬間、べろり、と、湿った感触が、ワキの溝を通る。くすぐったさと、なんとも言えない熱が、ずぐんと下半身へ走った。

「君の香りは……。フレッシュで甘い、白い花のようだ。朝もやの立ち込める山深く、丘一面に咲く……まだ誰も踏みしだいたことのない、無垢な香り……」

「やっ……聞きたくない……」

　必死で拒む声も、ワキから胸に向かう舌の感触で、甘くふやけてしまう。濡れた肌に空気が当たるのさえ感じてしまうほど、全身が熱かった。

「職業柄、君も関心があるんじゃないかと思ったのだが」

「自分のニオイのことなんて知りたくありません……！」

　宇津井室長が試作品の香料を講評するところは仕事で何度も聞いているし、柔らかいテノールに聴き惚れることのできるごほうびタイムだと思っていたけれど、それが自分の体臭となると話は別だった。素肌をさらすのだって死ぬほど恥ずかしいのに、普段は身近すぎて意識することのない自分の体臭を相手に知られてしまうなんて、恐ろしすぎる。

「そうかい？　僕は君のことを知りたくてたまらない。普段隠されている箇所なら尚更」

「あっ……！」

　宇津井室長は、私の胸の膨らみを掌で味わうようにこねた後、先端に顔を寄せ、鼻の先でつん、と突く。それだけの刺激で、私は背中を浮かせてしまった。

「信じられないくらいきれいな体だ。肌なんて、ご覧、きめ細やかで、さらさらしていて、水を弾くように瑞々しい。そして、愛らしく凝った朱と鷺き色の果実……」

「あ……ああぁ……っいやっ」

　宇津井室長が頂きの先を唇でついばむ。あたたかく湿った内側の粘膜で揉みほぐし、舌を絡め、音を上げて吸い上げた。

　ようやく宇津井室長の口を逃れた乳首は、ジンジンと痺れを発する。そこにまた吸いつかれる。だんだんと先端が大きく、敏感になっていく気がした。

「あんっ……！　室長、だめっ」

「名前を呼ぶよう言っただろう？　覚えが悪い子には指導が必要だよ」

　宇津井室長は親指とひとさし指で赤く膨らんだ頂きをつまむと、くりくりと摘みころがして私を啼かせた。

「あぁ……っ！　だめ、そこっ」

「逆もかわいがってほしい？」

「ちが……っ、あ、あぁぁぁんっ」

　片胸を短い爪の先ではじかれながら、まだ柔らかなほうの乳首の根元をぎゅうとねじり上げられる。両手が解放されたにもかかわらず、全身に力が入らない私は、宇津井室長のされるがままだった。

　双ふたつのふくらみに加えられる異なる刺激に全身が痺れた頃合いを見計らって、宇津井室長は顔を近づけ、先端にふっと息を吹きかける。

「ひぁっ」

　私は体を跳ね上げた後、両足のふとももをすり合わせてしまった。

　宇津井室長はくん、と鼻を動かして、意地悪くほほえむ。

「また君の香りが変わったね。濃くなったようだ」

「も……ゆるしてぇ……」
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　恥ずかしさのあまり、両足の奥が、じんわりと熱くなった。宇津井室長はそんな私のスカートの中に手を差し入れる。

「ここが濡れているのがわかるかい？」

「ふ……ぁ……[image: ]」

　パンティの二重になったゾーンに触れられると、甘いため息がこぼれた。そこは熱く湿り気を帯びている。スリットを前後にたどる宇津井室長の指先が、下着前部にほどこされたレースの奥に沈み、突起を探り出してつつくと、電流のような激しい刺激が走った。

「あぁぁぁっ……」

「こんなにはしたなく濡らしては、服を汚してしまうよ」

　そんな風に言われながら、スカートを脱がされると、まるで自分で何もできない赤ちゃんになったようで、心もとなく思える。

「は……はずかしい……。ごめんなさい、室長……佳史さん……」

「どうして謝るんだ？　いとおしいよ、郁」

　宇津井室長が優しくキスしてくれて、少し羞恥心が和らいだような気がしたけれど、パンティを引き下ろされた瞬間、鼻を動かさなくても感じるくらい、強い、蒸れたニオイが立ちのぼって、頭が真っ白になった。

「わかるかい？　郁。自分で」

「あ、うう、いや、──ひぁっ」

　戸惑ってうわずった声をあげた私は、スリットを直接なぞりあげる感触に、声のトーンをあげる。

　ぬるっとした感触とともに、鮮烈な刺激が走っていく。私は、ぎゅう、と瞼を固く閉じて耐えていたが、しばらくすると、くち、くちっ、と粘ついた水音が立ってくるようになった。

「あ、ぁ……[image: ]　佳史さ、あっ、」

　濡れた粘膜をなぞる指がたまらなく気持ち良くて、背筋にぞくぞくと快感が走る。とろり、と、奥から蜜が滲んでくるのが、自分でわかる。やめてほしいのに、続けてほしい。そんな矛盾した気持ちになった。

「どんどんいやらしい蜜が溢れてくるよ。あのトワレなんてかわいいものだと思うくらい、男を狂わせる、熟れたニオイが郁のここから……」

「やっ……やだっ……。だ、って、きもち……よくって……」

「とてもそそられるよ」

　スリットをなぞる宇津井室長の指が、蜜を掘り起こすように、時々、くぷん、と深く埋まる。そして、包皮を纏った肉芽を探り出して、爪の先で摘み転がす。私はそのたび、息を止めたり、体をびくびく跳ねさせたりした。

「やぁ……おかしくなるっ……」

「止めたほうがいいかい？」

　指を引き抜き、浅い位置でぐじゅぐじゅとたゆたわせながら、宇津井室長は私の首筋や胸の谷間にキスを落とす。

「──ぁ──いや……っ……」

　そして時々気まぐれのように、赤く腫れた頂きを食む。

　行き場のない快楽の熱を体の中に溜め続けるような、甘く過酷ないたずらを加えられ、私はたくさん啼き、わけがわからなくなるまで体をよじった。

「郁。感じやすいんだね。乱れる君は、きれいだ」

「あ、っん！　ひぁ！　たすけてっ、いき、できな……っ」

　片胸をしゃぶられながら、もう片胸を爪でくすぐられると、びりびりっと神経を直接はじかれるような快楽が走り、下半身が甘く痺れる。同時に熱と疼きが高まった足の奥、ひだの中に隠れた花芽をころころとなぶられると、蜜の垂れた内ももがぎゅう、と何度も収縮した。

　宇津井室長に与えられる快楽を、私は上手にやり過ごせずに、荒波に揉まれるように翻弄され続けていた。

　全身に疼きを湛え、快楽の波に溺れても、いつまで経っても終わりが見えない。

　もっと奥の疼きに触れてほしい。めちゃくちゃに踏み荒らしてほしい。

「佳史さ、んっ……なんで、っ、いじわる……ぁぁっ……するの……？」

　見かけによらず、意外とがっしりした腕にしがみつき、息も絶え絶えになりながら尋ねると、宇津井室長は愛撫の手を休め、瞳の奥に試すような色を湛えて言った。

「こちらも、トワレの誘惑とお預けには、随分悶々とさせられたからね。欲望に火がついているにもかかわらず我慢するのは、なかなか骨が折れるだろう？」

「…………っ」

　宇津井室長の言う通りだった。私の体は、くぷりと蜜を滲ませ、誘惑の香りを撒き散らしながら、小さく震え、もっともっととねだっている。発散しきれない過ぎた快楽の熾火が、体の中で燃え盛っているようだ。もどかしくてたまらない。

「……佳史さん、は……欲しく、ならないですか。私が裸でいても……興奮しませんか……？」

　乱れる私とは対照的に、宇津井室長はかっちり服を着こんだまま、ケモノになることもなく、声だけ聞いているとほとんど平常心に見える。

「かわいい」とは言いながら、それは庇護欲のようなものであって、これだけ年齢差があると、男が女を求めるような感情は生まれないのだろうか。

（もしかして、時間とともにあのトワレの効果が薄まってきて……ソノ気が失せてきているのかも……）

　宇津井室長は、疼きを湛えたまま泣きそうになっている私の手を、そっと拾い上げる。

「見くびってくれるね。ほら、ご覧」

　導かれた宇津井室長のスラックスの下には、確かに昂ぶりの熱があった。そっとそこを撫でてみると、彼は熱い吐息をこぼす。理性と本能の天秤が、ゆらゆら、今まさに揺れているような、そんな表情だ。

「あっ……。嫌われてなくて……良かった」

　私がほっと安堵の笑みを浮かべると、

「……っ……君という人は、……どうしてそう……こちらの理性を突き崩す、かわいくてずるい……困った人だ」

　スラックスの前張りが、ぐ、と角度を変えた。──と思ったところで、布越しに触れていた室長自身から手を剥がし取られ、体重がかかる形で組み敷かれる。

「手加減しないと、君を傷つけそうで……なのに君ときたら。わかった。男を本気にさせたらどうなるか、じっくりと、その体に覚え込ませてあげないといけないらしい。言っておくけれど、衝動で催すような男の短絡的なやり方では、済まされないから覚悟するように」

　宇津井室長は片手で私を押さえながら、空いた片手で自分のベルトを外し、スラックスと下着を引き下ろした。

　濡れた粘膜に、やがて、ひたり、と膨張した切っ先が突きつけられる。

　青くさいオスのニオイが立ち上った。それに私の体臭やトワレの残り香まで混ざり合い、混沌とした、したたるような官能の香りが部屋を埋め、興奮を高める。

　その湿った空気の中、少しずつ、宇津井室長は重量感のある肉の楔くさびを、私の奥へと埋めていった。

　最初は挿入の苦痛が勝っていた私も、彼が常に気遣って、優しく慣らし、気をそらせるようにしながら進めてくれたので、やがて嬌声をこぼしながら、快感の階段を、一段一段のぼっていく。

「佳史さん……だいすき……」

「郁……郁、愛してる……！」

　体の奥深くで繋がっているのを感じながら、私は宇津井室長にすべてを委ねてしがみつき──念願叶って、大好きな人の、フェロモンたっぷりの香りを、夜更けまでたっぷりと堪能することができたのだった。







「はあっ……！　っあぁ！」

　蜜を湛えた私の両脚の奥へ、勃ち上がった宇う津つ井い室長の肉茎が、狭い襞を押し拡げるようにして入ってくる。

　ちょうど一カ月前、初めて彼に抱かれて処女じゃなくなった時のような痛みはもう感じなかったけれど、コブのように膨らんだ先端部分がつかえるのか、宇津井室長は小刻みに腰を使って肉茎を出し挿れしながら、奥までそれを埋めた。

「はっ……くぅ、ん……！」

　コンドーム越しでもはっきりわかる、びきびきと血管の浮いた男性器の、野性的な熱と硬さを粘膜越しに感じて、私は大きく息をつく。

「全部入ったよ、郁いく。まだ、少しきついかな……」

「は……っ、大丈夫、ですっ……来て……ください」

　宇津井室長は前戯の最中から、私を気遣う言葉を何度もかけてくれていた。

　充分愛液で潤っているとはいえ異物感はぬぐえなかったけれど、全裸で憧れの上司と抱き合っている興奮や幸福感のほうが強くて、私は宇津井室長の意外に筋肉質な背中に、ぎゅっとしがみつく。

　さらりとした感触の冷たい素肌。私の頬を撫でる大きな掌てのひら。普段より少し重さと鋭さを増した、セクシーでどこかあたたかみのある体臭。何もかもが大好きすぎて、宇津井室長のくれる感触なら、痛くたって構わないから、全部欲しい、とさえ思う。

　けれど、彼はいつだって紳士的で、私に気遣いできるだけの余力を残していた。大事にしてもらっていることはわかるけれど、本音が見えなくて、心理的な距離を感じてしまう。

（……なんて、私ったらぜいたく。少し前まで、室長に抱かれるなんて、夢のまた夢だと思っていたくらいなのに）

　新入社員の歓迎会で、悪臭セクハラ上司に絡まれている私を助けてくれた、商品開発部のボス、宇津井室長に、片想いすること約三年半。想いを打ち明けて約半年。ちょっとした「事件」をきっかけに、晴れて交際を始めて一カ月。

「しつちょ……好き……あっ、あ」

「ふたりの時は、名前で呼べばいい、と言っているよ。郁。僕たちは恋人同士なんだから」

「……はい。佳よし史ふみ、さん」

　宇津井室長は穏やかな瞳で私を見下ろしてくる。それは明らかに会社で見せる顔とは違う、プライベートの表情だ。でも、私は彼のようにうまく使い分けができなくて、名前を呼ぶことも、敬語抜きの会話も、言葉にならない寂しさを打ち明けることも、上手にできずにいた。

　宇津井室長は四十一歳。私、永なが倉くら郁は二十六歳。

　一回り以上の年齢差で、会社では上司と部下ということもあって、同年代のカップルみたいにはなかなか打ち解けられない。

（なれなれしくしすぎたり、子供っぽいところを見せて、嫌われたくないもん）

　だけど、いくら格好をつけようとしたところで、人生経験豊富なおじさまの手練手管にかかれば、体は簡単に溶けて、自分の声とは思えない喘ぎ声が、夜景のきれいな高層階ホテルのデラックスルームに響くのだった。

「かわいい郁。気持ちいいかい？」

　吐息の混ざった低いテノールが耳の中に注ぎ込まれると、声の響きと、好きな人にかわいいと言われる喜びに腰がとろけ、新たな蜜が、じゅん、と湧き出すのがわかる。

「……っ、佳史さんは、ぁっ……？」

「もちろん、君に興奮して、こんなに硬くなっている。ほら」

　宇津井室長は肉茎が抜けそうになるまで腰を引いて、再び突き入れた。

「ひぁっ！」

　一気に快いいところを擦り上げられ、奥を突かれる衝撃に、私はくっと息を止める。痺れが快感の形になる前に、何度も何度も下腹を打ち付けられ、増幅された大波が寄せては返す。

「あ、あ、あ………！　よしふみさん、よしふみさっ、あぁっ……！」

　私は嬌声を吐きながら、次第に熱に溺れ、わけがわからなくなって──。

　かすかに意識が残っている中、宇津井室長はぐったりとした私から肉茎を抜くと、コンドームを処理するような音をさせた後、お湯で濡らしたタオルで私の下半身の汚れを拭ってくれた。

　その後、柔らかく頭を撫でられているうちに意識が遠ざかり、しばらくして気がついた時、宇津井室長はベッドに背中を向けた状態でひざにノートパソコンを広げ、雨だれのようにタイプ音を響かせていた。

　その他人を寄せつけない背中に、私はそっと声を呑み込む。

（忙しい人って、わかってる。甘えたいなんて、わがままだよね）
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　化粧品会社において、市場に送り出す新商品の成否は、会社の将来を決める一大事だ。商品開発部室長として、関係部署と連携し、新商品の企画立ち上げ、情報収集、開発、完成後の製造予定まで組む宇津井室長の仕事は、会社の核の部分で、替えのきかないものだった。

（デートの時間も、無理して作ってくれてるんじゃないかな？）

　休日にも接待の予定が詰まっている彼は、しかし毎週は無理でも、二週間に一度は私と外出する時間を持ってくれていた。話題のお出かけスポットや映画館、おしゃれなレストランにバー、そして足を踏み入れたこともなかった高級ホテル。完璧なエスコートで、お姫さまになったような気分にしてくれる宇津井室長は、とても理想的な「恋人」なのだけれど。

　無理に付き合ってくれているのではないか、という不安が、私にはあるのだった……。




　お泊まりデートの翌日、宇津井室長は本社に出勤する前に、神か奈な川がわ郊外にある化粧品会社『花はな白しろ堂どう』の研究所の近くまで私を自家用車で送ってくれた。

　通勤路から少し離れた所に降ろしてもらい、誰にも見られなかったとほっとしていると、研究所の門をくぐるところで、同僚のミソさんに肩を叩かれる。

「永倉さん、朝帰り？」

「ま、まさか！」

　朝の挨拶より先に不意打ちをくらって、どきっとした。

「隠してもムダ。いつもシャンプーもコンディショナーもボディソープも無香料なのに、今日はしっかり香る。どこのアメニティかしら。ジヒドロジャスモン酸メチルのジャスミンベースで……エチルリナロールもあるわね……」

　駆け出し調香師パヒューマーの私と同じ部署で、エバリュエーターという香り評価の仕事をしているミソさんに、纏まとう香りを分析されていると、刑事に証拠品で追い詰められている犯人のような、逃げ場のない気持ちになる。

「あ、加えて、Ｖホテルオリジナルのルームフレグランスの香り……」

「もう、お見それしました！　ミソさんさすが！　浮気されてもすぐ見抜けそうで、探偵みたい」

　言い逃れできる気がしなくて、私はさっさと白旗を上げてしまった。ついでにカマをかけてみるけれど、ミソさんは自分の恋バナに関しては鉄壁の防御で、今回も華麗にスルーした。

「ふーん、いいホテル。室長ってば、見た目を裏切らないイケおじぶりね」

「あのね、私たちのこと、職場ではミソさんにしか言ってないんだから。内緒にしてね」

　宇津井室長に迷惑をかけたくない一心で頼み込む私に、いつもクールなミソさんはあきれた様子だ。

「私が黙ってても、あなたたちがあんまりわかりやすいと……」

「気をつけるから！」

　確かにこの職場には、何年もかけて合成香料かぎ分けの訓練を積んだ先輩方がぞろぞろいる。今後、ホテルのアメニティは使わないようにしたほうが良さそうだった。

「いっぱいいっぱいだこと」

「そりゃもう。恋してるもん」

　観察眼が鋭くて合理的な「ザ・リケジョ」のミソさんには、恋する乙女の空回り加減が、情けなく映るに違いない。

（やっぱり、あのことまでは、相談できないなぁ……）

　ミソさんに話したら、バカにされるか、怒られるか、愛想をつかされるかのどれかだろう。自分で迷いを持て余しているうちは、たとえタメになるアドバイスをもらっても生かしきれない気がするので、私は話を聞いて欲しい気持ちを飲み込んだ。

「そういえば、永倉さん、おめでとう。例のメンズヘアケア製品の社内コンペ、最終候補に残ったのよね。やるじゃない。恋のおかげで苦手克服、ってところかしら」

「えへへっ……そうかも」

　珍しくミソさんに褒められたので、私は調子に乗る。自分の調合した香料が新商品に採用されるのは、調香師の夢だ。

「商品サンプルに香料を添加したものを後で部屋に持っていくから確認して。採否が決まるのは金曜、本社の選定会よ」

「はぁい！　選んでもらえるよう、最終確認がんばります！」

　気合いを入れ直した私は、ミソさんと研究所の廊下で別れ、自分の調香室に入った。




　その後、約束通りミソさんが持ってきてくれた商品サンプルのヘアワックスに、意図していない油くささが出てしまったので、香料の処方を調整して再提出することになり、急に忙しくなった。

　──と、いうのに。

「だからっ！　今、私、猫の手も借りたいくらい忙しいんだってば」

「俺の手を特別に使わせてあげますから！　何でも言いつけてください」

「間に合ってます！」

　大人ふたりがバタバタ動き回れるほど私の調香室は広くないのに、調香師アシスタントの安やす谷やくんは連日押しかけてきては居座ろうとする。

「手伝いくらいさせてもらわないと、この前の件の詫びにならないでしょう！」

「もういいってば。二度としないって約束してくれたし、忘れて……」

「は？　忘れることなんかできないですよっ。俺、あんたを、襲おそっ……襲おそ……。好みでもないのに、自分が何考えてたかわからないですけど、ひどいことしてしまったのに変わりはないので！」

「…………」

「会社クビになることだって覚悟してたんですよ。なのに許してくれるって、逆にどうしていいか。ほんと、なんであんな魔がさしたのか。謝りきれるものじゃないけど、すみませんでした！」

　安谷くんはガバリと身を投げ出して土下座し、床に額をこすりつける勢いで謝った。私が駆け寄って「もういいから」と起こそうとしても、頑かたくなに頭を下げつづける。年下だけどどこか上から目線の物言いをする、プライドの高そうな彼がここまでするとは、相当のことだろう。

（安谷くんのせいじゃないのに……）

　一カ月前、私は後輩の彼に、この調香室で押し倒されそうになった。だけどそれは、私への好意や所有欲が抑えきれなくなった結果ではなく、「事故」のようなものだ。

　でも、事情を知らない安谷くんは、自分が普段気にもかけていない同僚を、抗えない性欲にかられて押し倒す人間なのだと思い込んでしまっている。

　その罪悪感から、足しげく私の調香室に通ってくるのだ。誤解をといてあげない限り、彼はずっと苦しみつづけるかもしれない。

　木曜の夜遅くまでかかって、なんとかヘアワックスの修正案を仕上げた私は、翌日は半休を使ってゆっくり疲れを取って出勤した。安谷くんが、頼みもしないのにぐちゃぐちゃになった部屋を掃除してくれていたので、椅子に座ってもらって、改めて話をする。

「こんなことまでしなくても……。安谷くん、ごめん。事情を話すね。信じてもらえるかわからないけど……」

　非現実的な話だ、とばっさり切られるかもしれないし、とんでもないことに巻き込みやがって、とキレられる可能性もあったけれど、全部すなおに打ち明けた。

　偶然、とあるトワレを作り出したこと。そのトワレは、私の肌の成分と合わさるなど、何らかの条件が揃うと、短時間ではあるけれど、異性を惹きつける強い性誘引の働きを持ってしまうらしいこと。安谷くんが私を襲ったのは、床にぶちまけたトワレを片付けようとした時で、彼の行動はトワレの効能に飲み込まれた結果だと思われること……。

　ひとつひとつ実験して裏づけを取ったわけではなく、実際に起こったことから導かれる予想の範疇でしかなかったので、安谷くんは何度か反論したさそうな顔をしたけれど、私が話し終えると、腕組みをといて、ため息をついた。

「信じられない、おまじないじゃあるまいし、と言いたいところだけど、自分で体感したことでもありますから。あの香りは確かにヤバかったです、興奮で理性も何も吹っ飛んで……。そうか、フェロモン香水のガチなやつか。……すげーっ、大発明じゃないですか!!　狙った男を確実にオトせる誘惑トワレ。世界をわが手に、って感じっすね！」

　テンションを上げる安谷くんを前に、私はあっけに取られてしまう。この反応は予想していなかった。

「怖くて、実用まで持っていける気がしないよ。好きな人だけ狙い撃ちできるならともかく、香りだから周りに拡散するし。効能がまだよくわかっていないうちだから、軽率に扱えたの」

「まあそうかぁ、世界中クレオパトラと発情期のオスザルばっかりになったら困りますもんね。にしても、何の成分がどう反応してそうなるのか、研究職としては、調べてみたい気しますけど。永倉さんはそういう気持ちないですか？」

「ないと言ったらウソになるけど……でも、あの時、床に落としちゃったから」

「予備はないんですか？　処方メモは？」

　私は「どちらもない」と、首を横に振った。

「あの時限りの奇跡の発明ってことですか。残念。あー、記憶が定かならな、俺がイミテーション作ったんですけど」

「あんなもの、あっちゃダメなの！」

　残念そうにする安谷くんに、研究者としては共感できる部分もあったから、自分に言い聞かせる意味も含めて、私は強めに断言する。

「……まあ、まともな判断ですね。じゃあ、今選定会に出してるのは、完全に別の香料ってことですか？」

「もちろん！」

　安谷くんも誘惑トワレのせいで社会的にまずいことになりかけたくせに、研究者の知的探求心ときたらクセモノだ。

（……なんて、どの口で言えるんだか）

　私は、安谷くんが出ていった後の調香室で、ひとり重い息を吐いた。

　ウソをついた罪悪感が、胸に渦巻いている。

　そう。あのトワレは危険だ。あんなものは、この世にあるべきではない。理性ではわかっているのに。

「まだ、あるんだよね……ここに」

　メンズヘアケア製品の試作品を作っていて、偶然完成してしまったのが一代目。それを増産しようとして、安谷くんの前でこぼしてしまったのが二代目。

　今調香室にあるのは、宇津井室長と付き合いはじめた後に作ってしまった、三代目の処方だ。

　でも、それを再々調合してしまった理由は、研究職としての業よりも、ずっと短絡的で、情けないものだった。

（室長と付き合い出したはいいものの、本当に愛されているのか不安で。……つい）

　宇津井室長に最初に抱かれたのは、安谷くんに襲われた直後、同じ日だ。彼が助けに来てくれた時、調香室には、まだ誘惑トワレの香りが残っていた。

（だから抱いてくれた……わけじゃない、とは言ってくれたけど、付き合えていること自体、トワレと無関係じゃない。室長は責任感が強いから、一度抱いた責任で交際を、なんて考えていらっしゃらないかな。デートも、セックスも、完璧な分、どこか演技にも思えて）

　それでまた誘惑トワレに頼るというのは、本末転倒だとわかっているのだけれど、なかなかふたりきりの時間が持てず、その時間もなんとなくよそよそしい雰囲気のまま終わってしまうことが多いと、焦りが日増しに募ってきてしまう。

（繕つくろえないくらい激しく求められたら、少し安心できるかも……なんて）

　好きな人と付き合えて幸せだけど、その幸せを失うことが怖い。しかし、いつでも宇津井室長に振り向いてもらえる手段トワレがあると思うだけで、不安が少し薄らぐのだった。いわば、使う気のないお守りみたいなものだ。

　私は調合した香料を保管している収納棚の扉を開けた。そこに並ぶ茶色の小ビンが一個減っているのに気づいて、頭から血が下がった気になる。

　私は悩める乙女モードをかなぐり捨てて、慌てて棚の中身を引っ張り出した。

「ウソ!?　ない……。えっ、ない？　ないってどういうこと？　ちょっと、何か知らない？　安谷くーん！」

　なくなっていたのは、誘惑トワレだ。




　ことの次第は、今日の昼前のこと。チーフパヒューマーが、選定会へ向かう直前に、私の調香室に駆け込んできたそうだ。掃除中の安谷くんが、対応してくれたのだという。

「選定会、賦ふ香こうした商品サンプルだけじゃなく、元の香料も必要だって。永倉さん、聞いていなかったですか？」

「……だいぶ前に聞いたけど、ど忘れしてた」

　年齢を重ねると五感は鈍くなりやすい。選定会に出席する年配の役員が、賦香サンプルでは香料をかぎ取れない時のバックアップ用に、念のため、香料本体も必要だと聞かされ、たまたま私の調香室にいた安谷くんが、収納棚の一番手前にあった誘惑トワレを渡してしまったようだった。

「すみません。時間ぎりぎりでチーフも急いでたし、さっとかいだら、香りもメンズっぽかったので」

「……皮膚につけなければ、普通の香料なんだけど。万一、使われたら……」

「おもしろいことになりそうですね」

「やめてよ！」

　選定会には、宇津井室長も出席するのだ。

　居てもたってもいられず私が研究所を飛び出すのに合わせ、安谷くんもついてきたので、ふたりで本社社員の目をはばかりながら会議室のドアの前に張り込むこととなった。

　役員や各部署の管理職が意見を交わす中で、最終候補に残った私の香料は、「そもそも男が香りをぷんぷんさせるのはけしからん」的な考えをお持ちの重役の槍玉にあげられている。

　私は、選定会に担当パヒューマーが呼ばれない理由に納得しながら、おどけた変顔を安谷くんに向けたりしてやり過ごした。

　重役は、しゃべっているうちにヒートアップしてきたらしく、あざけるような口調でぶつぶつ言いつづける。なかなか間に割って入る人がいないので、発言力のあるえらい人なのだろう。

「こんな軽薄なニオイをさせている男なんて信頼できん。だろ？　メンズ製品のことが女にわかるわけないんだ、男の調香師だけにしぼりゃ良かったのに、誰だこんなの、最終候補に残したのは」

　針のむしろのような空気の中、チーフパヒューマーが小さな声で答える。

「女性調香師ならではの目の付け所もあるかと……。外国の有名ブランドでも、従来女性らしい香りと言われていたチュベローズをメンズ香水に使ってヒットを飛ばした例がありまして……」

「外国は外国、日本は日本だ！」

「はい……」

　反論できないチーフパヒューマーを一方的に怒鳴りつける重役、という、聞いているだけで胃がキリキリするような会議の空気をスッと入れ替えたのは、宇津井室長だった。彼は「少しいいですか」と、よく響くテノールで割って入ると、ゆっくりと言い含めるように話し始める。

「まず、最終候補の香料は三つともブラインド審査で、調香師の経歴や性別に関係なく、嗜好性の評価が高かったものを残しました。中でも、今話題にあがっている香料は、幅広い年代に信頼感を与える芯のしっかりした香りとの評価を得ています。無論つけすぎは論外ですが、ビジネスシーンでも好印象を与えるでしょう。実際、僕自身が日替わりでそれぞれの香りを身に付けて、お会いする方々に印象をお伺いしましたが、この女性調香師の香料だけが特別、女々しい・軽薄と言われるような体感はなかったように思いますが」

「それは……まあ……宇津井クンならば何をつけてもサマになるだろうが……しかしだね……」

「お褒めの言葉痛み入ります。まあ、より女性の反応が芳しかったのは否定しません。でもそれは、我々男性にとって喜ばしいことではありませんか？　専務」

「……まあ……うむ」

「──というのは冗談ですが。身に纏う香りについては、男性・女性ともに、一緒に過ごす時間の長い恋人の意見を聞いて選ぶというアンケート結果も出ており、『女性ウケのよさ』という狙いどころもありではないかと思います。もちろんその視点に留めず、柔軟さとチャレンジ精神を持って、これぞ花白堂、というメンズ商品を作りましょう」
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　宇津井室長は、声色と口調を剛柔に使い分けて、専務を掌で転がし、迷走しかけた会議に前向きな空気を吹き込む。その手腕に惚れ直したし、私の香料も検討の土俵に上げ直してくれたので、ドアの向こうで好意的な意見が聞こえはじめた。

「確かに営業の男性が爽やかな香りをさせていたりすると、見えないところまで気を使ってる、っていい印象を持つわ」

「軽薄でいやだってことはないですよ。香り男子、イケてます！」

　あと一息で、もしかして、採用？　──と、固唾を呑んで耳をそばだてていた私は、再雇用レジェンド枠のマダムの言葉で、本社に来た理由を思い出し、息を呑んだ。

「そんなにいいなら私ももう一度かぎたいわ。ああ、これがその香りのビンね。……そんな紙なんていらないわ、面倒だし、直接手につけるから」

　レジェンドマダムが、誘惑トワレを自身に吹きかけようとしている──。

（大変!!）

　そう思った瞬間、私は会議室のドアを開けて、選定会場に飛び込んでいたのだった。




　十五分後、私と安谷くんは、お昼の比較的空いている電車で研究所の最寄り駅へ戻りながら、脱力していた。

「あの瞬間、永倉さんがあんまり迷いなく駆け込んでいくから、焦りましたよ」

「だって、止めなきゃでしょ？」

　安谷くんの冷え冷えとしたまなざしを受けて、私は肩を縮こまらせる。誘惑トワレの効能で、役員・管理職による「あはーん[image: ]」なパーティーが始まってしまったら目も当てられないし、何より宇津井室長があの場にいたのだ。恋人としては、何としても阻止する必要があった。

「感動しました。止めるにしても、まさか『提出物間違えました！』ってドストレートに打ち明けるとは。すごい勇気ですよ」

「やだなぁ、褒めても何も出ないよ」

「褒めてないです。えらい人がいっぱいいる中で、しかもあんなボロクソ言われた後で。バカなんですか？」

「背に腹はかえられないもん」

「もう少しごまかしようがあるでしょう。アシスタントが間違えたとか。実際そうなんだし、チーフって証人もいるし、言ってよかったのに」

「言わないよ。もとはと言えば、最初にちゃんと提出しなかったの私だもん」

「それでも、保身すべきでしょ。香料だけじゃなく、永倉さん自身の評価にも響いたと思いますよ」

「それはそれ。いつかヒット商品を出して挽回するしかないよね。まあ、ドジばかりなのは今に始まったことじゃないし。私に付き合ったせいで、安谷くんの評価まで下がってないか心配」

「いえ、俺にも責任ありますし」

「そ？　味方がいたから勇気出た。ありがとうね」

　本当に感謝しているので笑いかけたのだが、目をそらされてしまう。

「……思ってた通りの人ですね。永倉さんって。元気よくて、そそっかしくて、バカで……」

「バカって言いすぎじゃない？」

「バカでしょう。何、誘惑トワレ再調合しちゃってるんですか？」

「あいたたた。その、それには深い理由があってね……」

　ここまで知られたからには、と開き直って、私は最寄り駅につくまで、恋人が宇津井室長だってことだけ伏せて、トワレ再々調合に至る悩みを聞いてもらった。何度も「バカ」と言われたけれど、その歯に衣着せない感じが、異性を意識しなかった頃の男友達みたいで気安くて、つい、切ない胸の内を色々とさらしてしまったのだった。




　研究所の駐車場で、車から降りたチーフパヒューマーと宇津井室長にばったり出くわした。

　私たちが香料を取り戻して間もなく、選定会は終わったらしい。

「……おまえらなあ。本社に乗り込まなくても、俺の携帯にかけてくれば、ごまかせたかもしれないのに」

　チーフパヒューマーの声が、第一声から優しかったので、私の香料が不採用になったとわかってしまった。まあ、自業自得だ。

「室長。チーフ。このたびはご迷惑おかけして申し訳ありませんでした。間違いに気づいた時には、選定会の開始時間を過ぎていまして」

「おまえの課題はそそっかしさだよ。室長もあの香料は評価してくださってたのに、もったいない」

「すみません……」

　私はちらりと宇津井室長の方を見遣ったものの、後ろめたさが邪魔して、目を見ることができなかった。

（慌てて香料を取りに行った理由、室長は勘づいてしまわないかな。この前も迷惑かけたのに、またあのトワレを作るなんて、懲りてないのかってあきれられちゃう。……ううん、それだけじゃなく、室長の愛を疑ってるって思われても仕方ない……）

　俯うつむく私に、宇津井室長は優しく言葉をかけてくれる。

「永倉さん、今回は残念な結果になってしまいましたが、次回は気を引き締めて、またいいものをお願いします」

「……はいっ」

　洞察力にたけた宇津井室長に全部見透かされてしまうのが怖くて、神妙に振舞う私を、らしくないと思ったのか、チーフパヒューマーは軽い口ぶりで、意外なことを言い出した。

「それにしても、仲がいいんだな、永倉と安谷は。ふたりで本社に来るとは」

「俺の提出ミスなんです」

「安谷くん、いいってば」

「かばい合いか？　ここんとこ安谷は永倉のところ通い詰めてたし……。デートの口実なら勤務中は勘弁してくれよ」

　チーフパヒューマーの予想は完全に的外れだったけれど、話題が変わるのはありがたかったので、私は頬を膨らませ、少しだけ嬉々として話題に乗っかった。

「チーフってばすぐ恋愛ネタに持っていこうとする。違いますっ、私がテンパりすぎて、安谷くんに心配をかけたんです。この時間は私用外出ってことで！　何とぞお許しを！」

「ふん、デートと認めるわけだ」

「どうしてそうなるんですかっ」

「おまえはどうなんだ、安谷？」

「俺は……！」

　ぎゃあぎゃあ騒がしい部下たちに、宇津井室長は苦笑しながら、

「まあ、恋愛禁止ではないですから、仕事に差しさわりのないようにしてくれれば。ね、永倉さん、安谷くん」

　きっちりと「上司」の顔で釘をさす。

　……あくまで、それは秘密の社内恋愛に必要な、演技のはずだった。




　しかしその日を境に、宇津井室長と私の間に、見えない溝ができた気がする。

（何だか、避けられてる？）

　研究所でばったり会ってもほとんど素通りされてしまうし、無理やり話しかけても、そっけない。

　人目を気にしているのかな、と携帯からメッセージを送っても、中身のある返事はほとんど返ってこないし、次のデートの日程も決まらなかった。きっと忙しいのだろう、と自分に言い聞かせようとしたけれど、私と安谷くんがチーフパヒューマーや先輩方にからかわれている時、「ほほえましい」と言いたげな佇まいで遠くから見ている宇津井室長に、悪い想像が膨らんで止まらなくなった。

（私に飽きて、別の人……安谷くんとでもくっつけばいいって、肩の荷が下りるって、思っていたりして）

　ひとりきりの調香室で、私はため息をついた。

　選定会が終わり、他の調香師たちが早々に帰宅する中、私もタイムカードだけは定時に押したものの、帰る気が起きないでいる。

　何度目かのため息をついた時、ノックの音が響いた。ほんの少し期待してしまったけれど、ドアを開けたのは待ち人ではなく、安谷くんだ。

　彼は、私の心の状態がそのまま表れたかのようなカオスな机の上を見て、あきれた声を出す。

「ひどいですね」

「うん……。自主研究しようと思ったんだけど、途中で何がしたいかわからなくなって」

「いろんな香りをかぎすぎて、鼻が疲れてバカになってるんじゃないですか？」

　安谷くんの言う通りだった。

　そんなこともわからなくなっているなんて、と自分にショックを受ける。

「うまくいかない。仕事も、恋も。……私、向いてない」

「そうですね。同意です」

　安谷くんのずけずけとした物言いには慣れているはずが、ぐっさり傷ついてしまう。

　私らしくないなぁ、と泣きそうになっていると、同じことを安谷くんにも言われてしまった。

「らしくない、ですね。……向いていようが、向いていなかろうが、まっすぐ突っ込んでいくのが、永倉さんのいいところじゃないですか」

「……安谷くん」

「向こう見ずに、自分を全部投げ出して向かっていける、『好き』という情熱があなたの武器でしょ？」

　真っ暗な気持ちに光が差すような気持ちで、私は安谷くんの言葉を聞く。

　でも次の瞬間、今の私にはそう言ってもらえる資格もないのかも、と思った。

「そうだといいけど、過去形かも」

「宇津井室長への恋心が、永倉さんを弱くしたんですか？」

「どうして知ってるの？」

「見ていればわかります」

「……そっか。迷惑かけるといけないから、黙っててくれると嬉しいけど……。ダメだね。恋をすればするほど、嫌われたくなくて、守りに入って、隠し事ができて、自分を見失って……」　

「相手に合わせようとしすぎなんじゃ？」

「うん、すてきな人だから。今まで、すてきな女性もたくさん見てきたんだろうし、経験も……」

「そんなの今更変えようがないし、考えてもムダですよ。ずっと年上の人だし、過ぎた時間は戻ってこない」

「安谷くんの言う通りだ」

　落ち込んでいるので、視野が狭くなっている。

　だから、

「俺じゃ、ダメですか？」

　安谷くんがそう言った時も、私は、きっと正しい助言だ、と受け入れてしまって、反応が遅れてしまった。

「そうだね、同年代ならこんな悩み……えっ？　安谷くんと、私が、付き合う？　な、な、何言ってるの、安谷くん……チーフや皆がからかってくるから、ノリで付き合っちゃう、みたいな？」

「いえ、冗談ではなく、本気で。背伸びしつづけるのがつらいなら、自然体の永倉さんが、楽に付き合える相手を選んだらいいんじゃないですか？　俺になら多少体裁の悪いことでも言えて楽でしょ？」
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　確かに、安谷くん相手に、これを言ったら嫌われるんじゃないか、見放されるんじゃないか、といちいち不安になるようなことはない。

「でも、安谷くんの気持ちは」

「俺は好きですよ。永倉さんのこと。見てて飽きないし、さっき言った通り、いちずにがんばる姿がかわいいし。意外と無理筋の局面で果敢だし。ドジだけど」

　意外な展開に思考が止まりそうになりながら、私は十秒、大まじめにシミュレートしてみた。

「……ありがとう、安谷くん。自信なくしてたところだから、すごく嬉しい。安谷くんとは、職業病みたいなところが似てて共感しやすいし、本音しか口にしないところとか、潔くて優しい人だと思う。だから……」

　同世代で背伸びのいらない彼となら、うまくいくのかな、と想像してみたけれど、気持ちにフィットしなかった。

　あれが食べたい、っていう時に、ピタッとはまるものを食べるまで落ち着かない、というのとどこか似て、感覚全部が宇津井室長を、あの穏やかな笑顔を、声の響きを、体臭を、唇の味を、肌の感触を、求めている。

「……だから、友達でいて」

「彼氏はないか」

「なし。ごめんなさい。安谷くんに不満があるわけじゃない。室長が大好きなの」

「なら仕方ない、というか今の永倉さんにはそんなに惹かれないですね。言ったでしょ。いちずに誰かのことを好きなあんたは、奪いたくなるくらいかわいいんだけど」

「……何、それ……」

「大体、記憶がおぼろげでも、室長が誘惑トワレの影響下にあって、紳士的に永倉さんを助け出したことは覚えてます。勝てませんよ、あれには。少しでも体目的の下心があったらできない芸当です。俺はその時点で、あの人に負けてる」

「……安谷くん」

「つまりクダ巻いてないで行けってこと！　気持ちにすなおになれ、永倉郁！」

　照れる安谷くんに少し乱暴に背中を押され、私は調香室を追い出された。

「ありがと、安谷くん！　いい男！」

「うるさい！」




　崖っぷちにいるような気持ちだったけれど、だからこそじっとしている暇なんてないということに、ようやく気が付いた。

　私が赤ちゃんの時、宇津井室長は高校生だ。

　話も趣味も、ぴったり揃わないのは当たり前。

　共通点も少ない。

（でも、好きなの）

　宇津井室長にかなうところなんて、私にはない。

　今付き合えているのは奇跡みたいなものだ。あの誘惑トワレがなかったら、私と宇津井室長は、これほど距離を近付けられていない。だからトワレの力を借りずにうまくいかせたいなら、怖がって自分から距離を作っている場合じゃなかった。

　体と心の全部で飛び込んで行かなきゃ。

　私は、室長室の前で大きく深呼吸した後、ノックした。

「宇津井室長！」

　彼はデスクの前でいつものように仕事している。

　既に話しかけづらいオーラが漂っていたけれど、空気を読まずに声を出した。

「お忙しいところすみません。でも、お時間ください。私はタイムカード打刻してます。室長はいつ退勤されますか？」

「……まだ、なんとも」

「待っていいですか？」

「何時になるかわかりません。帰りなさい」

「大事なお話がしたいです。できれば決心が揺らがないうちに」

「決心？」

　気難しそうな表情を向けられ、怒っているのだろうか、と不安になるけれど、でも、恋人の宇津井佳史は、たとえあきれても私を放り出したりしない、最後まで話を聞いてくれるはず、と信じて待つ。

「……どうぞ」

「ありがとうございます。わがままついでに、今だけ、ヨシくんってお呼びしていいですか」

「ヨシくん……」

　デスクの脇に書類をよけた後、宇津井室長は「なぜ？」という顔をした。

　私もふざけているわけではない。

「室長を前にすると、私、なんだか構えてしまうんです。知れば知るほど、かっこいいなって思うし、できる上司のイメージが抜けなくて。呼び方だけでもかわいくしたら言いやすいかもと。……ヨシくんに、打ち明けたいことがあります。先日、選定会に取り返しに行ったのは、新しく作った誘惑トワレなんです。間違ってチーフに渡してしまって」

「また作ったんですか？　あれを？　なんのために？」

「ヨシくんに使いたくなったんです。デートしていても、私が構えてしまうからなんですけど、なんだか打ち解けた恋人同士の空気にならなくて……。女の子は少しの気持ちのすれ違いで怖くなってしまうんです。背伸びしたいくらいすてきな恋人なら、余計に」

　今だって怖いけれど、今より宇津井室長の近くに行くためなら、どんなに恥ずかしいことだってできる。

　私は、自分のシャツのボタンに手をかけた。

「……郁？　何をするんだ」

　困惑した表情の宇津井室長を前に、私は前ボタンをすべて外してしまう。袖から腕を抜こうとしたところで、彼は慌てて立ち上がった。

　周囲を見回し、何もないとわかると、自分のジャケットを私にかけてくれようとする。

「いいんです」

「ヤケになっているのか？」

「違う！　実は、ヨシくんのこういう紳士なところが、不安になるの。私が肌を出しても、全然えっちな気分にならないんじゃないかって。……最初に抱いてくれたのは、あの誘惑トワレの残り香のせい、その後抱いてくれたのは、責任感じゃないかって。私だけ気持ちよくして、自分は余裕たっぷりだし、……終わったら、仕事しているし」

　セックスに不満があるというならまだよくある悩みという感じでわかりやすかったのだけれど、私ばかりが求めている感じが寂しい、という気持ちは、こうして話すまで自分でもわからなかった。そして、誘惑トワレ再々調合の罪悪感が、感情を閉じ込めるフタになっていたことも。全部打ち明けることができて、今は少し気持ちが軽い。

「郁は今も、欲しい？」

「……欲しいです。でも本当は、求め合いたい」

「それならそう言ってくれれば……いや、それでは、また、自分が望んだから抱いてもらった、と思ってしまうのか。……すまなかったね。郁。つらい思いをさせてしまった」

「……私みたいな子供相手に、色っぽい感情は湧かないですか？」

「そんなことはない！　大人の女性として、君を愛している」

　宇津井室長は私の肩を掴み、目をのぞき込んだ。

「しかし、郁。……最初の時、君は随分痛そうにしただろう」

「それは、だって……初めてってそういうものですから。だんだん慣れて……」

「気持ちいいともあまり言わないし」

「恥ずかしいんです……！」

「加減が、わからないんだ。僕は男だから、女性の体と同じ感じ方はできない。男の力で望むように求めたら、君を壊してしまうんじゃないかと……」

　宇津井室長の手が、ぐっ、と私の肩に沈む。

　確かにその力はとても強くて、私の本気の力でも振りほどくことはできないだろう。

　力が強いからこそ、それが相手への暴力になるのではないかと不安になる気持ちなんて、私は想像したことがなかった。

「君を大切にしたかった。失神した君をなお求めてしまうような醜態を見せたくなくて、仕事をすることで、無理やり興奮を冷まそうとした。ただ眠ると、ここのところ、君の夢を見ることが多いんだ。それで、みっともない姿になりたくなくて。君は……年上の、余裕のある男が好みなんだろうから」

「私はヨシくんが好きなの！　だけど、私の『好き』ばかりが膨らんで、バランスが取れなくなっていくみたいで……」

「僕は隠すのがうまいだけだよ。……もっと早く、こういう話をすればよかったね。君がこんなに追いつめられる前に」

　肩から手を外され、ぎゅ、と両腕で抱き締められる。ほっと体の力を抜こうとした瞬間、硬質なくぐもった声で、宇津井室長が言った。

「今度は、僕にいくつか確かめさせてくれるかい。郁。……笑わないでほしいのだけれど」

「笑いませんよ」

「そうかな。……安谷くんのことなのだけどね。君を疑うわけではないよ。だけど、僕が見るところ、君たちは随分と仲がいいようだから。年も近いし、話も合うのだろうし、いい同僚として、というのはわかるよ、君が色目を使っていると言いたいのではない……」

　私の背骨の出っ張りをひとつひとつなぞりながら、宇津井室長が言葉を選んでいる。駆け引きは向いていなかったから、すなおに白状した。

「……色目は使っていませんけど、告白はされました」

「えっ。……失礼、それで？」

　宇津井室長は焦った声で問い返した後、自分でもそんな自分に驚いた、という顔になる。

「断りました。私はヨシくん一筋です」

「…………。ありがとう。もう少しで、君を取られるところだった、のだな。……年寄りは身を引くべきなのかもしれないが……」

「そんなわけ！　……ヨシくん？」

　私の腰に滑り落ちた手が、スカートの後ろのホックを外し、ファスナーを下ろす。「どうしたの？」と尋ねようとした途端、強引に唇を奪われた。

　スカートが床に落ちる。かろうじて肩に引っかかっていた、宇津井室長のジャケットも。

「ん……っ……」

　かすかに苦い香味のある舌が、私の舌にぐいぐいと絡んできた。

（こんなキス、誘惑トワレの影響がある時だってしなかったのに……）

　今、何が、宇津井室長から、いつもの冷静さを奪っているのだろう。聞きたい、と思うのに、彼の手が臀部の丸みをいやらしくたどるので、そちらに意識を持っていかれてしまう。やがて手は下着の中に侵入して、大きな手でお尻を掴み上げるようにした後、指先でいきなり襞ひだの入り口をくすぐった。
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「やっ、あ……何を」

「……駆け引きなしで、本性を出したほうが、君も安心するんだろう？」

「それは、……はい。でも……」

　底知れない欲望を宿した低い声が、耳のそばに落とされる。それだけで、ぞくん、と体が震えた。

「君を手放したくないな。随分と青いことを言っているのはわかっているのだが、……どうやら僕は、嫉妬しているようだ。なくしそうになって危機感が芽生えるとは、愚かさの極みだが」

　受け止め切れるか心配になるような、薄暗く重い執着を、注ぎ込まれる言葉と声から感じる。

　こんなものを、男の人は落ち着いた仮面の下に隠しているのだろうか。

　私が進退窮きわまっている間にも、長い指のいたずらはエスカレートしていった。くすぐったい感触が、重なった襞の合間を泳いで、閉じた花びらをこじ開けようとする。

　勝手にゆらゆら腰がうごめけば、宇津井室長は腰から下を密着させたまま、「逃がさないよ」と指で追いかけてきた。とびきりえっちなチークダンスを踊っているみたいだ。

（……職場でこんなことして）

　恥ずかしさで顔が熱くなる。足元には私のスカートと、高級そうな宇津井室長のジャケットが散らばっていて、踏みそうで怖いのだけれど、宇津井室長は気にも留めず、私の双丘に指を食い込ませ、唇をむさぼりながら、色っぽい吐息交じりの声で囁ささやく。

「……我慢せずに言うなら、今すぐここで君をめちゃくちゃにしたい気分だ。そういうのは、嫌いかい？」

「……嫌いじゃ……ないです……。だけど……」

「だけど、なんだい？　言いなさい」

　大体のことは打ち明けて、心の中はだいぶ軽くなっていたけれど、最後の砦、とばかり、遠慮していた言葉を、うながされて、口にする。

「……ご無理、なさらないでください。その……体力というか、あるのでしょう……？」

　失礼きわまりない発言だったけれど、もしかしたら、年齢的なもののせいで色々セーブせざるを得ないのかもしれない、と邪推することもあったから、気が気でなかったのだ。そういう事情なら、あまりわがままを言ってはいけないと。

　宇津井室長は、怒らなかった。

　……少なくとも、表面上は。

「ほう。お気遣いありがとう。せいぜい気をつけなくては」

　柔らかい声でお礼を言われたけれど、なんとなく、背筋に冷たいものを感じて、正面から顔を見れない。

「……ひゃ」

　痕あとをつけるような強さで首筋に唇を当てられて、体を跳ねさせると、宇津井室長は肩を震わせて笑うようにした後、囁いた。

「とっくに分別をつけていなくてならない年齢の男が、嫉妬に狂うぶざまな姿まで見せてしまったんだ。ここまで知られたからには、どれだけ君を大切に想っているかも、一緒にわかってもらわなくては困るね。……時間をかけて」




　その後、横たわる暇も与えられないほどの愛撫を浴びせかけられ、私はとっくに足元がおぼつかなくなって、ソファの背に掴まり、熱のこもった息を吐いていた。

「郁、腰が動いているよ」

「……そんな……今日、ヨシくん、いじわるです……」

「欲しいものをあげなくてはね」

　私の全身から性感帯を掘り起こした宇津井室長は、スラックスから勃起した肉茎を取り出し、お尻に触れさせた。

　着衣にほとんど乱れはないのに、宇津井室長の紡ぐ言葉と体、そして行為の内容は、熱暴走した機械のように制御から外れ、いっさいの手加減なく、激しく私を追い詰める。

「あぁ……っ」

　嬌声が、私ののどからこぼれた。絶え間なく疼いて蜜を垂らす粘膜に、剛直が触れただけで、この先の快感に期待が止まらなくなってしまい、きゅんきゅんと脚の間が収縮する。

　その表面を熱く滾った肉茎にぬるぬるとこすられ、私はもどかしさに涙を浮かべた。

（……そこ……じんじんするのぉ……っ……ナカ、もっと、ゴリゴリ削られたいよう……。あぁ……！）

　快感のすぐそばをずっとくすぐられている感覚に近い。頭の中の神経が焼き切れてしまいそうだ。

　膨れ上がった小豆のある辺りを、先端でくいくいとなぶられた瞬間、私は白旗をあげてしまった。

「もうダメ、来て……！　ヨシくん、っ、あ!!」

　宇津井室長は、まるで私が降参するとわかっていたようなタイミングで、ズン、と重量感のある肉茎を膣に突き入れる。

　襞をかき分けながら、疼く快楽帯を一気にこすり上げていく感触に、一瞬だけぞくぞくと全身が痙攣した。

　そのまま意識を散らすまで一息でぐちゃぐちゃにしてほしかったけれど、宇津井室長は私の感じ方をひとつひとつ確かめるように、凹凸でナカを探る。

　ヌクッ、ヌクッ、と、大きなモノが私を蹂躙する。

　ゆっくり……ゆっくり……。

　次第に私は一番快いところへの刺激を待ち望むようになり、肉茎の輪郭と熱に全神経を集中させ、快楽を味わい過ぎてしまうことになってしまった。

　宇津井室長が、私の意図しない動きをほんの少しするだけで、思いもしないところで快楽が爆はぜる。

　自分の体なのに、まるでコントロールがきかず、まるで他人の体みたいだ。
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「……ふ……あ……やら……ぁ[image: ]」

　閉じられなくなった唇からこぼれるのは、最早言葉のかたちを取れなくなった、ふやけた声だった。

（もっと……もっと……）

　自分ではどうすることもできない切ない疼きから楽になりたくて、私はだんだんと宇津井室長にすがりたい気持ちになっていく。

「っ、ヨシくん……っ」

　もっと来てほしい、と懇願するような声を出し、手を伸ばそうとすると、その手を取られ、もう片方の手もソファから引きはがされ、くん、と後ろに引かれた。

「あ……、ひぁ！　ああっ！」

　たん、たん、たん、たん、とリズムをつけて腰を打ち付けられる。まるで動物のような激しい交合に、宇津井室長の吐息も荒くなる。

「……っっ……だめぇ！」

　何かを掴んで快楽を逃がすこともできない私は、半分無意識で、手をグーにしたりパーにしたりした。刺激を待ち望んだ隘路を激しく荒らされ、気持ちよさと理性の間で身悶えしてしまう。

「あっ！　……あぁ、声、止まらない、っ」

「いやらしい声だね。郁。もっと聞かせておくれ」

「ちが、ぁ」

「……ッ、そんなにきつく締めないでくれ！」

　奥をぐん、と突かれ、全身を硬直させた瞬間、私の膣全体が、宇津井室長の肉茎を逃がすまいとするように、きゅっきゅっと痙攣した。

　疼きを溜めた風船を針で割られたかのような激しい快感に貫かれ、頭が真っ白になる。

　どくん、どくん、と、お腹の深いところが、心臓と同じようなリズムを刻んだ。

　何にも考えられない中で、次第にじんわりと、痺れるような心地よさに包み込まれる。

　体の内側の蠕動が収束した途端、全身の力が抜けて、どっと疲労感が襲いかかってきた。

　脱力して、その場に倒れ込みたいくらいだったけれど、宇津井室長が私の体を支えながら、片手を自由にしてくれたので、ソファの背にすがりついて、しばし呼吸を整える。

「達イったのかい？　郁」

「……イク……、今のが……？　あっ」

　全身がボウッと熱くなっている中で、前触れなく凝った胸の先端をくぃっと引っ張られると、キュンと切ない感触が、下半身に走った。

「はぁっ、今ダメぇ……ダメなの……」

「どうして？　恋人の体を、愛めでているだけだけれど」

　宇津井室長は胸の先っぽだけをクニュクニュと刺激し、私が背中をそらした瞬間、埋めたままの剛直で内壁の快い点を捏ね回す。

「ん、はぁっ……んん……だめです……今、感じやすい、ので……」

「気持ちいいのは、嬉しいだろう？」

　私はふるふると首を横に振った。

　達するまで上り詰めるのには時間がかかったけれど、一度達してしまった後、体は頂点付近をずっとたゆたい続けるらしい。ちょっとした刺激で、何度でもまたあの大きすぎる快楽にさらわれてしまいそうで、自分の体が怖かった。

「それでは、ここらでやめにしようか。僕も最後まで気持ちよくなりたいけれど、君が無理なら……」

「あっ……ごめ、なさい、ヨシくんも……感じて、ほしいの。どうしたら……？」

「何もしなくていいよ。ただ、今まで通りすなおに悶もだえてくれてれば」

「んんぅ……っ、だめ、胸引っ張っちゃ……」

　自分のものとは思えないくらい甘い声は、もっと、とねだるような響きを帯びている。

　力が入らないままの脚が、ふるっと震えた後、期待するように揺れてしまった。

「……ああァっ！」

　まだ硬さを失っていない宇津井室長の肉茎が、一度ぎりぎりまで抜かれ、勢いよく突き込まれる。

　私は全身で嬌声をあげ、……気持ちよすぎて、一瞬で、また高みに昇っていたかもしれない。

　宇津井室長はお構いなしで、じゅぷ、じゅぷ、ぱん、ぱん、と、蜜に塗れた湿原を荒らし回り、卑猥な音を響かせる。

「あ、あ、……ぁん、カラダ、あつ……もうダメ」

「正直に」

「しょ、じきに言ってるっ……」

「郁の体は、まだ欲しがっているけれど」

「あー……っ。お願い、おねがいっ……」

「どうしてほしいんだい？」

「……キ、キスして、ほし……」

　過ぎた快楽を与えられるごとにわななく唇は、愛する人のあたたかみを欲していた。

　首を横に向けると、望んだものが与えられる。

　私はしばらく、うっとりと、その熱く官能的な舌を味わった。

「まったく……どうして、そんなにかわいいのだろうね、君は……」

　キスの後、宇津井室長は抽送を再開する。さらに激しく、腰がくだけそうになるほどの求愛に、私の意識は、次第にきれぎれになっていった。

　汗ばんだ皮膚の感触と、快感を、全身で感じる中、宇津井室長の声が、聞こえる……。

「あの、あやしいトワレがなくったって、君のかわいさは、充分男を狂わせるよ……。まったく、どこで覚えるのか。入社した頃は、単に一生懸命でかわいい子だとしか思わなかったのに……もう、目が離せない。いつの間に、こんなに僕の中に入り込んできてしまったのか……」

　恋人を困らせて嬉しがるなんて、私はいい彼女ではないのかもしれない。けれど、内側から湧く喜びで、体がぽかぽかしてくる。

　もっともっと、私に夢中になってほしい。

　誘惑トワレの力なんて借りずに、自分の力で、この人を魅了し続けたい──。




　それから、何度高みを味わったのだろう。

　いつの間にか、私はソファに腰掛けた宇津井室長にまたがり、そのまま彼の体にもたれる体勢で、くたっと全身を預けていた。

「……郁」

「…………」

「僕はずっと、君にとって、欲しい適量を、あげられたらと思っていた。その見積もりが、失敗していたようだ」

「これは、多おお……過ぎます……」

　喘ぎすぎて声が嗄かすれてしまった私に、宇津井室長は優しく口付ける。

「そうだとしたら、受け止めてくれというのは、酷なお願いだろうか？」

「……いえ、嬉しい、です。いっぱい、いっぱい、注いでください」

「…………」

　触れ合ったままの下半身がくっと反応するのを感じ取り、私は慌てた。

「ああっ、そういう意味じゃ……。あ、愛情を……です」

　慌てて訂正するも、時すでに遅し。

　いつも避妊具をつけて私を思いやってくれる年上の恋人は、眉尾を下げて困り顔だ。

「わかっているよ。かわいい恋人に心配されてしまったからね。体力があるということも、きちんと見せておきたいと思って」

「……すみません、でした。こんなの、私がもちません……」

「僕は意外と負けず嫌いのようだ。自分でも知らなかったけれど」

　宇津井室長は、私の髪を優しく梳いた後、手を握ってくれる。

　私は、彼の指の間に自分の指を潜り込ませて恋人つなぎにし、頬を彼の首筋にすりつけて甘えた。

「知れてよかった。……幸せです。とっても」

　上司の宇津井室長の印象が吹き飛ぶくらい、熱くねちっこく、全身をぶつけてきてくれた、愛する人。

　その姿に、また、私は惚れ直す。

「あっ……」

「まだ、何か言い残しでもあったかな？」

「たいしたことではないんです。……この前のデートでは、背伸びして大人っぽい映画を選びましたが、本当は私、アクション映画が一番好きです！　おもしろい深夜バラエティーのお話とかもしたいです。ヨシくんには、子供っぽすぎるかもしれませんが……」

「……僕も深夜番組は見るよ」

「そうなんですか!?　何がお好きなんですかっ？　私は……」

　共通点を見つけた気がして、食い気味に話をしようとする私に、宇津井室長はちゅ、と軽い口付けをくれた後、極上のほほえみを見せた。

「一緒に見よう。今度のデートの後で」

　その言葉の意味するところを悟った私は、目の前の恋人に思い切り抱きついた。

「はいっ……！」

　今、私たちは、対等な恋人同士だ、と思う。

　誰が何と言おうとも、傍目にはどれだけアンバランスに見えようとも。

　一生懸命、体当たりでつないだ、これが私たちの関係だ。

（……もう、あのトワレには頼らない。絶対）

　不安になって、みっともなく恋人と衝突することがあったとしても、ズルなし、駆け引きなしで、これから大切に、彼との関係を作っていこう。

　私は翌日、手持ちの誘惑トワレを、すべて捨てた。











　確か最初にその話が出たのは、私、永なが倉くら郁いくの勤務先、化粧品会社『花はな白しろ堂どう』研究所の休憩室での、何げない雑談だ。

　ライバルの大手化粧品会社『TOKIWAトキワ』で時々イメージモデルをしているタレントさんの画像共有ＳＮＳに、同社の新しいヘアオイル製品が映り込んだ自撮り写真があがって、それが話題になった。

「滑り出し好調そうだと思ったら。『いいね！』押してる人間の数だけ見てる人がいるってことだろ、これ」

「若い子はもうＴＶＣＭじゃなくて、こういうの見てるんだろうな」

　回覧されてきた携帯電話の画面には、タレントさんの、お風呂あがりと思しきラフな格好のオフショットが映し出されている。憧れのファッションアイコンが、親近感を持てる日常の一コマを見せてくれるのだ。同じものが欲しくなってしまう気持ちは、女子としてすごくわかる。

「タレントさんがプライベートで紹介したくなるくらい、気に入ってもらえる商品を、早く私も作りたいです！」

　駆け出し調香師の私の言葉に、先輩たちは笑いながら返した。

「永倉。これはこういう広告。やらせって言うと聞こえは悪いけど。うちの新商品もカリスマインフルエンサーに取り上げてもらいたいもんだ」

　その場にいる全員に『疑うことを知らない騙されやすい子』みたいに扱われて、私は口をへの字に曲げた。

（何万人もの人に影響力を持つ有名人が、企業に頼まれたからって、良くないものを良いとは言わないんじゃ？）

　そそっかしくて直情的な性格とセットでここぞとばかりに年長者にイジられた私が「味方がいない……」と打ちひしがれているうちに、話題が少しそれる。

「永倉のバカ正直とは違うけど、宇う津つ井い室長もステマがお嫌いなんだよな」

　ぽろっと出た名前を耳が勝手に拾った。

「あの人はＴＶや業界誌から取材が来る本物のヒットメーカーだもんな。ルージュにスキンケアシリーズ。『花白堂』の代表作って言われてるものは大体あの人が仕掛けてる」

「頭はキレるけど包容力もあって。人の上に立つべき人って感じだよな」

　商品開発部室長、宇津井佳よし史ふみ。私たち全員のボス。そして、職場では秘密にしているけれど、……私の恋人。

　十五歳の年齢差なんてものともせず、目下ラブラブ中の彼氏を褒められて、悪い気がするわけない。私は下唇の内側を噛んで表情を変えないように努めた。

（自社製品に誇りを持ってる室長は、お金払って褒めてもらうようなこと、しない。そういうところも好きだなぁ……）

　ちょっとした時に「好き」を実感するだけで胸があたたかくなるのが、恋の尊いところだ。なんて浸っている間に、早く休憩に入った先輩方が自分の調香室に帰っていき、アシスタントの安やす谷やくんとふたりきりになった。

「永倉さん、顔がうるさいです。室長とのこと、隠す気あるんですか？」

「そ、そこまでわかりやすくないでしょ？」

　顔には出さなかったつもりの私は虚勢を張るものの、安谷くんは後輩らしからぬ余裕でフッとほほえむ。

（年下なのに、なまいきな〜！）

　彼とは過去に色々あって、私と宇津井室長の関係も知っているし、彼に告白されたことも実はある。

　今は良い友達だけど……その、色々知っている安谷くんが、辺りをはばかるような声を出した。

「ＳＮＳ、俺もしてるんですけど、これ見たことあります？」

　安谷くんが差し出した画面には、同じ銀のアトマイザーや、それを持つ女性の写真が並んでいる。ハッシュタグは、見覚えのない言葉だった。

「#サキュバス香水、って何？」

「さあ。最近そのタグで同じアトマイザーの写真があがってて、キャプションが……」

　安谷くんが個別の写真を表示して、添えられた文章を見せてくれる。【恋を引き寄せる香水。モニター中だけど、はっきり効果アリ？】【合法・究極のモテ香水（のサンプル）入手。某社で開発中とか】【ヤバイ。男を惹きつける魔法の媚薬かも！】【モテを実感。誰にも教えたくない！】と絶賛の嵐だ。

「誇大広告みたいな文言……」

「投稿してるのが企業じゃなくてユーザーだから気にしないんでしょう。ただ、売れているモデルや女社長が同じタグを使って取り上げているので、一般ユーザーの関心も集めているようです」

「……へえ」

「フェロモン香水は昔から売られてる。プラシーボ効果も否定しません。ただ、まるで永倉さんが作った誘惑トワレみたいだって。あの効能を体感した後なので気になって」

　まさか、と言いたかったけれどうまく言葉にならない。七カ月前、私が偶然作ってしまった合成香料は、肌につけた途端、男性の性欲を異常に（好きでもない人を襲ってしまうくらい）高めてしまう、悪魔の発明品だった。誘惑トワレと呼んでいるそれの引き起こした騒動に当時巻き込まれた安谷くんも苦い顔だ。

「偶然でしょうけど。あ、もしかして俺が処方を横流しした、とか疑ってます？　どうせ恋人は疑わないんでしょ」

「安谷くん、あの時の香りの記憶はおぼろげだって言ってたじゃない」

「そんなの騙すつもりならどうにだってウソつけますよ」

「あなたが人を騙して香料を悪用する人だなんて思ってないよ。……私が作った分は捨てたし、定番を外した処方だからまったく同じことを考える調香師がいるとは思えないけど、変わった原料を使っているわけじゃないし、可能性はゼロじゃない。確かに気になるね〜……」

　安谷くんと唸っているところへ、エバリュエーターの嶋しま美み園その──ミソさんが入ってくる。彼女は私たちから離れた席に座り、サラダだけの小さなお弁当箱を広げた。

「ミソさーん！　お昼それだけで足りる？」

「……ええ。お疲れ様」

　ミソさんのひんやりした声から、なんとなく「話しかけないで」オーラを感じて、それ以上何も言えなくなる。

「ミソさん、最近なんか元気ない？」

　声をひそめて安谷くんに聞くと、そっけない返事があった。

「いつも通りじゃないですか？　あの人は大体あんな感じでしょ、クールで」

「そうだけど……」

　同期入社という縁もあって、以前はよく話をしていたのだけれど、この頃はなんとなくぎくしゃくしている。

「永倉さんがドジだから、愛想つかされたんじゃ？」

「は！　ありえる……！」

　もしくは宇津井室長と付き合いたての頃、あんまりのぼせていてあきれられたか。彼氏ができたからと、友情をおろそかにしたつもりはないのだけど、喜びのあまり同じ話ばかりすることはあったかもしれない。チャンスを見つけてフォローしよう、と心に決める。

　ただ、サキュバス香水のことなど気にかかることがたくさんあり、調香師としての仕事も忙しい中で、正直、私の頭はキャパシティを超えそうになっていた……。




「……郁？　大丈夫かい？」

「し、室長！」

　心配事に気を取られていた私は、突然のテノールにびっくりして、うっかり目の前のフライパンを落としそうになった。私の肩に手を乗せて、宇津井室長が心配してくれる。

「またぼうっとしていたようだね。ここは君の家で、会社ではないよ。小鉢、運んで良いかい？」

「あ、ありがとう、ヨシくん……」

　今日は我が家に恋人が遊びに来ているのだった。

　紳士的で上品な佇まいが、築年数の経った１ＤＫの安アパートにあまりに似合わなくて申し訳なくなるけれど、先日、横よこ浜はま山やま手てのお屋敷のような宇津井室長のご自宅にご招待を受けたお返しなのだ。割烹着の似合うお手伝いさんから、まるで未来の奥さまみたいにもてなされ、照れつつもとても嬉しかった。その完璧なおもてなしには遠く及ばないけれど、今度は私のひとり暮らししているアパートにお招きして、手料理をふるまう番。

（慌てずに味つけできるように煮物中心のレシピにしたのに、フライパンひっくり返したら意味が……危ない、危ない）

　魚の煮つけを崩さないようにお皿に盛って、他の椀と一緒にテーブルヘ運ぶ。エプロンを外して、宇津井室長の向かいに座ると、ほほえんでいる彼と目が合った。好きな人が自分の家にいる、という夢のシチュエーションに、体温があがってしまう。

「お待たせしてしまってすみません、どうぞ召し上がってくださいっ」

「そんなに緊張しなくても……」

「ドキドキするんですよ！　好きな人の口に入るものですもん」

「君の手が作ってくれたものなら、なんだって美味しいに決まっているのに」

　優しい彼氏の言葉にきゅんとするけれど、実際に食べてもらうまでは心配で仕方がない。

　宇津井室長は手を合わせていただきますを言ってから、きれいな所作で箸を取り上げた。

　最初の一口をゆっくりと噛んで味わった後、心を込めて言ってくれる。

「とても、美味しいよ」

「わーっ、良かったぁ！」

「よく味がしみていて。毎日食べたいくらいだ。意味がわかるかい？　郁」

　メニュー決定や段取りで頭がいっぱいだった数日間の緊張がとけ、思わず放心してしまったところへ、宇津井室長が顔を近づけてくるのでドキッとした。

（メイク変？　味見の時、顔に何かついた？　というか、え、室長、今何か言った……？）

　じっと硬直していると、彼はあきれたように肩を竦めた後、はむっと私の唇を食んだ。

「っ……な、何をするんですか？」

「こちらもとても美味しそうなので、つい味見をしたくなってね」

　ふいうちのキスにどぎまぎしている私の頬を、宇津井室長はゆっくりと撫でて、妖艶にほほえむ。

「デザートは後で、かな。まずは食事を楽しむとしようか」

　低い声と甘いお誘いの温度差がセクシーでくらくらしてしまう。こんな顔、反則だ。
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　私をときめきで射抜いておいて、宇津井室長は何事もなかったようにごはんを食べ始めた。

　箸の扱いは優雅だけれど、食べる量はさすが男の人という感じで、私の倍のスピードで、椀やお皿の中身が減っていく。

「お代わりあります。ヨシくん」

「ありがとう。なんだか、この家は落ち着くね。君のニオイがするからかな。初めて来るのにふしぎだ」

　長く住んでいる場所なので、私のニオイと言われてもあまりピンとこなかった。

「和室だからでしょうか？」

「確かに少々意外だった。調香師の君のこと、香水瓶の並んだドレッサーのある洋室を想像していたが」

「憧れますけど、この部屋の狭さじゃ、どの道余計な家具なんて置けません」

「広い部屋に越そうと考えたことは？」

「社会人になる時考えたんですけど、どうせひとりで寝るだけの家なので」

「ふたりで生活するなら、そうとばかりは言えないのでは？　君が望むなら、寝るばかりでも一向に構わないけれどね」

「……えっ？」

「山手の家は人に管理を任せてもいいから、新居は君の夢を叶えたいな。日に本ほん家屋でも洋館でもタワーマンションの最上階でも。ドレッサーと、あとは鑑賞棚？　香水専用の部屋を作ってもいい」

「やりすぎです……。私はヨシくんと一緒なら、どんな家でも……」

　しどろもどろで答えてから、ようやく、宇津井室長の言葉が頭の中に入ってくる。

（ふ、ふたりで生活？　そんな、ごはんも、その後くつろぐ時間も、寝る時も、ずっと一緒ってことだよね？　心臓、もつかな……嬉しいけど）

　交際していても、仕事をしているとなかなかふたりきりでゆっくり過ごすことはできない。それでも工夫して会う時間を作ってきたけれど、同じ家に帰るのであれば、絆はより深まるだろう。

（でも、それって同棲？　それとも……結婚？）

　ぼうっとする頭でぐるぐる考えていると、声をあげて宇津井室長が笑った。

「赤くなったり、箸が止まったり、見ていて飽きない人だ。とりあえず、食べようか。うん、郁の料理は本当に美味しい。愛情の風味が、こんなに元気をくれるものだとは。かわいいエプロン姿も見られたし、今日は良い日だ」

　もりもり食事をする宇津井室長の横で私も箸を動かすけれど、顔がほてって味なんてわからない。

　ただ、前触れのような言葉の後で、和やかに団欒していると、ふたりの未来のイメージが、ふわふわした妄想ではなく、きらきらした現実に、書き換えられていく気がした。

（こんな感じで幸せが続いていくのかな。……ずっと……）

　ごはんを食べ終えた私たちは、片づけの後、まるで新婚夫婦のような甘い夜を過ごしたのだった。




　それから数日後、私は仕事を夕方で早上がりして、外資系ホテルのティーラウンジに向かった。約束の時間に現れたのは、何度か会ったことのある若い男性だ。以前、研究所の前で親しげに声をかけられ、社内の人間関係や慣例までよく知っている様子から、出入りの業者さんか元従業員かな、とあまり警戒もせず立ち話に応じてしまった。

　そうして接触してきた彼は、三度目の会話で名を名乗り、目的を告げた。自分は化粧品会社『TOKIWA』の社長御曹司だと言うのだ。そして、用件は──。

「引き抜きの話、今日こそは承諾してもらえるか。永倉郁」

「お断りです！」

　どんな条件を出されたところで、私は『花白堂』の商品が好きだし、研究所のみんなと一緒に仕事をしていたいし、宇津井室長の役に立ちたいって思っているから、応じるつもりはなかった。

　だけど、本当はそれ以前の問題だ。

　いくら周りに「バカ正直」と言われる私だって、そんな雲の上の住人が、実績のない駆け出し調香師に目をつけるわけがないということくらいわかる。

（他に、目的があれば、別だけど）

　今日、私はそれを聞き出すつもりで来たのだった。

「そもそも、あなたは誰ですか？」

「名乗っただろう。常つね間ま地じ真まさ斗と……」

「そんな名前の社員はいないって、『TOKIWA』の本社の方がおっしゃってましたけど！」

「わざわざ電話で確認したのか？」

「はい。社長のお名前が『常間地』というのは珍しくて覚えていたので、名刺を頂いた時は圧倒されてしまいましたが……色々不自然なこともあるので、念のため調べました。わざわざ、名刺、偽造したんですか？」

「ああ、そうだな」

　悪びれない態度で常間地さん（かどうか怪しい人）が言う。得体の知れない感じを覚えて、柄じゃないけれど、私は強く詰め寄った。

「目的はなんですか？」

　私を失業させ、路頭に迷わせようとするイヤがらせ？　とも思ったけれど、そんなものを受けるほど、人の恨みを買った覚えはない。私は少々そそっかしいだけの平凡なヒラ社員だ。マークされるとしたら、心当たりはひとつしかない。接触してきたタイミングも一致している。それでも、疑問は残るけれど……。

「あんたが欲しい」

「というより、欲しいのは私の持つ処方……ですか？」

　カマをかけると、彼は表情を変えた。

「話が早い。あんたの調合……いや発明品の域だな、欲情をもよおす香水。俺たちは、サキュバス香水──と呼んでいるが、確かな筋からの情報を元に、あんたの処方を再現してみた。モニターの反応は上々だが、実際の効き目は多分、あんなもんじゃないんだろう。あれの正式な処方を俺に売れよ、永倉郁。俺は確かに常間地の直系の嫡子だ。カネは自由に動かせる。後で証拠を見せてやってもいい」

「……どうする気？　あなたが思っているより、あれは危険な代物よ。あんなものお店で売ったら大変なことに……」

「表立ってやればだろ。オヤジの会社じゃなく、俺が個人的なパイプで、信頼できる仲間だけに売る。会社を興す準備もしてる。あんたが入社するなら、望むだけ給料を出しても良い。研究を進めて効能を調節すれば……」

「そんな。安全性が確認できない状態で、売ることを前提に話を進めるなんて、認められません」

「じゃ、こんなカネの生る木を闇に葬るか？　芳香活用の歴史にあんたの名前が刻まれるかもしれないのに？」

　私も研究者の端くれだから、彼の言葉に、一瞬だけ心が揺れた。だけど、唇を噛んで首を横に振る。

「絶対、だめです」

　そんな形で自分の処方が脚光を浴びても、嬉しくなんてない。

「……なるほど。予想通りあんたは良心的な人間のようだから、注意喚起のほうが良さそうだ。……情報網があるって言ったろ。あんたの弱点は、上司の宇津井だ。『花白堂』のヒットメーカー。その部下で、……恋人のあんたが、会社で催淫剤を夜な夜な調合している、と週刊誌にでも流したら……ヤツの名声が地に落ちるところを見られそうだな。『花白堂』の株が下がって、オヤジも喜ぶ」

　くくっ、と喉の奥で笑う声を聞きながら、私は全身の血が下がっていくのを感じた。体が震え出さないように、ぎゅっ、と両手を握り締める。

「……今、サキュバス香水、持ってますか？」

「上の部屋にある。そう警戒するな。ダチの溜まり場になっているから俺とふたりきりってわけじゃない。第一、あんたみたいな乳くさい女、頼まれたって襲うかよ。詳しい話をするのに人目も気になるし、とりあえず上がるか」

　ひどいことを言われた気がするけれど、何を企んでいるのかわからない男性を警戒する気持ちも確かにあったから、私はひとまず納得して、ホテルの特別フロア専用エレベーターで、彼の泊まるスイートルームへ向かった。




　部屋のテーブルには所狭しとグラスやフィンガーフードが並び、その周りに派手でイケている感じの若い男女五人が、けだるそうにくつろいでいる。

「遅ぇよ、常間地」

「真斗ぉ、何してるのォ」

　リビングへ足を踏み入れた常間地さん（と一応呼ばれてはいるようだ）にしなだれかかった金髪の女の子は、露出した肌にタトゥを入れていた。

「仕事。この人と話すから、適当に飲みもんと食いもん持ってあっち行け」

「ベッドルームじゃん、野獣に襲われちゃう〜」

「バーカ」

　場違いなパリピ空間に肩身を狭くしながら、私は勧められたソファに座った。お友達を隣室に追い払った彼は、家具の引き出しから銀のアトマイザーを出してポンと私に投げてよこす。

　私は万一の可能性を考えて、カバンの中から持ち歩き用の試香紙ムエットを出し、自分の肌につかないように慎重にサキュバス香水を染み込ませた。

　紙を鼻先で揺らすと、華やかな女性を連想させるフローラルノートの奥から、コクがあって妖艶なムスク様の香気が漂ってくる。あまり調和していないけれど、セダーウッドの主成分、セドロールの存在も感じられる。第一印象では「誘惑トワレとは違う」と感じたけれど、奥深くまで香調ノートをかぐと、そうとも言えない気がして不安になった。バランスは異なるものの、要素はかなり一致しているかもしれない。

「正直な顔だな」

　勝ち誇ったように常間地さんは言った。

　もちろん私も努力はしたけれど、感情を隠すのは元々得意ではないのだ。

「……でも、違うものもいっぱい入ってます！　こんなウソ処方、あなたに教えたのは誰ですか？」

「言えない。情報提供者のプライバシーだ」

「……っ……」

　正直に白状すると、その時、私の頭に浮かんでいたのは、アシスタントの安谷くんの顔だった。誘惑トワレの香りを実際にかいでいるし、調合の知識や技術も持っている。同じく誘惑トワレをかいだ宇津井室長は香料の専門家ではないから、知っている香りを再現することは難しい。

　一度は誘惑トワレの効能のせいで大変なことになりかけたけれど、その後仲良くなった安谷くんを、疑いたくはなかった。ただ状況から考えるとどうしてもクロなのは彼で、なんとか疑念を晴らしたくて常間地さんについて来たのだった。なんとしても、本当のことを知る糸口をつかみたい。

「……考え直してください、常間地さん。膨らんだケモノみたいな欲望を、適度に使いこなすなんてできっこありません。恋心をもて遊んだら絶対ロクなことにならないんだからっ」

　常間地さんは鼻で笑うような顔で聞いていた。

　スイートルームでセレブパーティをするような人には、「恋」なんて言葉、青くさくて聞いていられないのかもしれない。

　ふう、と、常間地さんは溜息をついた。立ち上がって、腰に手を当てる。

「水掛け論だな。痛い目を見る前に、さっさと処方を吐け。あんたが開発にかかわったことは漏らさないから。それでいいだろ」

　どうしたら良いのだろう。自分の作ったものを悪用されるのはいやだ。だけど、私が拒み続ければ、そばにいてくれる大切な人たちごと、全部この人に壊されてしまうのだろうか。

　太ももの上でぎゅっと両手を握り締めて何も言わずにいると、痺れをきらしたのか、常間地さんはテーブルの上のアトマイザーを取り上げた。私の座っている座面に片膝を乗せ、グッと私の肩を掴む。

「……男にスイッチが入るのは、香水が女の肌の上で揮発した瞬間、だってな。案外、香水の処方より、あんたの体質の方が重要だったりして。──知ってるか？　メスザルの性誘引物質は膣分泌物に含まれる五種類の酸だって。ヒトはどうだかな……。協力的な態度を取った方が、無理やりイロイロ採取されるより、女の尊厳を守れるかもしれないぜ？」

　顔を近づけた常間地さんの呼気が肌に当たり、ぞわっと鳥肌が立った。肩を押されて押し倒されそうになり──。

「待っ……いやぁ──っっ……！」

　反射的に隣室にいる人たちに助けを求めるつもりで、喉から悲鳴を絞り出す。

　だけど、私の思惑は外れた。ベッドルームに続くドアはぴくりとも動かない。常間地さんのお友達なのだから、私の味方をしてくれるわけがないのだ。

　でも、救世主はいるものだ。絶好のタイミングで、部屋のチャイムが鳴り響いた。息を詰めている間に、もう一度鳴る。

「ち……あいつら、ルームサービスでも頼んでたのか……？　あんた、妙なことするなよ。俺が無理やり連れ込んだわけじゃない。言いがかりをつけるなら名誉棄損で訴えてもいいんだ。『花白堂』のヒラ社員が『TOKIWA』を敵に回したいんなら好きにしろ」

　常間地さんがドアに向かう。たまたま部屋の前を通りがかったサービスマンなのだろうか。ドアのところで言い合いになっている気配の中、私はバッグの中に入っている携帯電話で、知り合いに助けを求めるかどうか真剣に悩み、結局、決心ができずに終わった。

（言ったところで心配をかけるだけかも……オオゴトになってしまうかもしれないし、事件になったとして、誘惑トワレのことなんて警察の人は信じてくれないだろうし……通報した彼の立場まで悪くなってしまったら……）

　そうこうしているうちに、廊下で足音が響き、リビングに入ってくるなり常間地さんが言う。

「……だから、俺は何もしてないですって。ただビジネスの話を、永倉さんとしてただけで」

　後からついて来た人を見て、私は思わず声を漏らした。そこには制服を着たホテルスタッフではなく、今まさに心の中で助けを求めていた宇津井室長がいたのだ。そして、何故か隣にはエバリュエーターのミソさんまでいる。同性がいた方が色々都合がいいと、宇津井室長が同行を頼んだのだろうか。

　宇津井室長は私の姿を見つけると、私にだけわかる程度に淡くほほえみかけ、すぐに表情を引き締めると、堂々とした態度で常間地さんに向き直った。

「心配性ですみません。常間地さん。彼女は弊社になくてはならない、未来ある調香師ですから、不躾な真似とは承知で、返して頂かないと、と」　

「……一社員を、わざわざ『花白堂』の今を作ったと言われているヒットメーカーが迎えに来るんですか」

「そんなものは過去の栄光です。彼女たちはこの先、未来の商品を生み出す人たちだ。……そして彼女は僕にとって、個人的に大切な人でもありますから」

　宇津井室長が、秘密の交際のことを、さらりとライバル会社の御曹司に告白してしまったことに、私は驚く。だけど、笑みの下で火花を散らし合うような、立場ある人たちの圧のある会話に、口を挟むことができなかった。

「……へえ。若い社員に手を出したってことですか。今時珍しくダンディな人だと思ってたけど、ただのエロオヤジだったんですね……」

「僕のことは何とでも。だが、永倉さんを侮辱することは許しません。……年齢だけを見て、世間の人がどういう色眼鏡で見るかはわかっているつもりです。僕自身、若い彼女にとってこれが本当に良いことかと悩むことはありましたが、まっすぐに僕を愛してくれる彼女に勇気をもらいました。僕たちの付き合いにやましいことは何もない。誰にも迷惑はかけていないし、彼女のことも……後悔させないくらい、僕が幸せにすると心に決めました」

　そんな状況ではないのだけど、宇津井室長の言葉を聞いて、私は思わずじーんと感動してしまう。

　ふたりきりの時、彼はこれ以上はないくらい大切にしてくれ、よそ見せずに愛してくれる。それだけで信じられないくらい幸福なことだと思っているのに、こんな風に人前で宣言されると、重みが加わって、世間公認の仲になれたような気がしてしまう。ふたりに伝えるだけでそう思えるのに、これが結婚式などになってしまったら、一体私はどうなってしまうのだろう。

「世間体から彼女を守れる自信があるんですか？　他人は安全なところから好き勝手言いますよ。ネットなんかなら尚更。あんたたちのこと、俺がバラしたら……」

「僕が守ります」

「実績があって男のあんたは平気でも、そいつは少なくとも社会的には生きていけなくなるぞ？」

「彼女を守るためなら、僕はどんな手だって使います」

「は、どんな手が使えると……」

　鼻で笑おうとした常間地さんに向かって、黙っていたミソさんが口を開く。

　付き添いだと思っていた彼女がしゃべったことに私はまず驚き、次に話の内容にも驚かされることとなった。

「真斗くん、もうやめて。室長は『花白堂』創業者一族なんですって。くだらない喧嘩を仕掛けて『TOKIWA』の看板に泥を塗ってはいけないわ」

「は？」

「え、ウソ」

　私は常間地さんと揃って口をあんぐりと開けてしまった。ミソさんが目を見開いて私を見る。

「なんで永倉さんまで驚くの。私はここに来る途中に聞いたんだけど」

「だ、だって、初耳……！」
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「黙っていてすまない。郁。創業者一族と言っても、宇津井は分家で、経営の中心にかかわるつもりはなかったから、言わずにきたんだ。でも、嶋さんから常間地くんの企みを聞いて、君に害をなそうとする者があるなら、使えるものはなんでも使うつもりだと、そう伝えた。……そういうことだ、常間地くん。手を引いてもらえるかな？」

　常間地さんは青白い顔で震えていた。

「……なんで。なんで裏切るんだ、美園……」

　どういうことなの、ミソさんはなんの関係があるの、と私が混乱する間に、ミソさんは常間地さんの隣に歩いていき、深く頭を下げた。　

「……すみません！　彼がご迷惑をかけておいて、お願いできる立場ではないことは重々承知ですが、真斗くんのこと、今回だけ許してやって頂けませんか？　彼は、真斗くんはまだ、十八歳の学生なんです……！」

「じゅうはち？？？」

　私はすっとんきょうな声で問い返す。

　驚くことが立てつづけで、何が何やらだ。

　彼はかなり大人びた顔だし、不遜な態度がさまになっていたから、にわかには信じられなかったけれど、しかし本当に学生なのなら、正真正銘の御曹司にもかかわらず、『TOKIWA』に入社していないのも当然だ。

「年齢のことは関係ないだろ。保護者面するな、美園……」

　そう言いながらも、常間地さんが作ったムスッとした表情は、反抗期の子供が怒られている姿のように幼くて、十八歳相応のそれなのだった。

「すみません。全部私が悪いんです。……彼にあの香料のことを教えたのは私なので。偶然、残業していた日に、室長と永倉さんの話を立ち聞きして……真斗くんが興味を持って研究している分野に近い話だったので、その日永倉さんの調香室の空中に漂っていたニオイ成分を吸着剤で捕集して、彼に渡しました。あくまで、研究のヒントになれば、という気持ちだったんですが、商品化という話がどんどん彼の中でエスカレートしてしまったようで」

「しょうがないだろ、ちらっとダチに話したら、みんな欲しがって、ＳＮＳでも……」

「そう。彼を持ち上げて利用しようとする良くない遊び友達も増えて。研究への情熱を取り戻してほしくて……本当は危険なものだってわかっていたのに。あれを調合したのが永倉さんだってことも、真斗くんに問い詰められて、結局しゃべってしまったし……」

　目を合わせないまま、ミソさんと常間地さんは互いの言い分を口にする。沈黙が生まれたので、私は一番気になっていることを聞いてみた。

「ミソさんは、常間地さんと前から知り合いだったの？」

「私が大学生の時、知人の紹介で、彼の家庭教師をしたの。大きいお屋敷だとは思ったけれど、『TOKIWA』の御曹司だと知ったのは随分後のことだった」

「それで、仲良く？」

「特別な関係じゃないわ。だけど、真斗くんは懐いてくれて……」

「そんなガキっぽい感情じゃない。俺は美園に求婚した。十四の時だ。それからずっと気持ちは変わらない」

　ひゃ、と私の顔が緩みかけたので、慌てて引き締めた。

（十四歳で求婚……か。ううん、でも彼は真剣だったし、真剣なんだ。年齢で本気度を決めつけたりおもしろがっちゃ、失礼よ）

　それに、せいぜい十歳くらいの歳の差なんて、私と宇津井室長に比べたら、なんてことはない気がしてくる。

　だけど当事者のミソさんが、一番「ありえない」という厳しい態度を崩さないのだった。

「真斗くんったら。人が聞くと本気にするから。……社会に出て、魅力的な女性に囲まれたら、彼だってもう私を女とは見ないでしょう。だけど、仕事が同じなら、そばで役に立てることがまだあるかもしれない。私にできるのはそれくらいだから、社会人をやりながら香料の勉強を始めた。調香師まではいけなかったけど……」

　そこまで言うと、ミソさんは私のほうを見た。

「ごめんね、永倉さん。あなたと室長のこと、勝手に自分たちと重ねてしまって……そんな歳の差、世間は許すわけない、幸せになれるわけない、と勝手に決めつけて。罪悪感なく恋心を口にするあなたにいらだって、同世代の安谷くんあたりとくっつけばいいのに、と思って、彼をたきつけさえした。その時はあの香料のことなんて知らないし、彼があんな乱暴をするとは思わなかったの。止めようとしたら、室長がいらして、結局、その日を境にふたりが付き合うことになって……。やっぱり羨ましくて、冷たい態度になっていたかもしれない……」

　ミソさんの頬に、涙が伝う。

　それを見た常間地さんは下を向き、聞いたことのない声で呟いた。

「……この人がつれないことばかり言うから、早く一人前にならなきゃ……カネと地位を……オヤジとは関係ないところで、と思った。焦って……た。それで、脅すような真似をして、すみませんでした。……香水に興味を持ったのは、美園がいつも良い香りをさせていたからなのに。いつの間にかそれを手段にしようとしてしまった。最悪……どうしても振り向いてくれないつもりなら、……使って、しまおう、って……」

　最後のほうは声が小さすぎたけれど、私には、痛いくらいに伝わった──気がする。

「すごく、わかる」

　力なくソファに座り込んだ常間地さんと目を合わせるために、私も膝をついた。

　お前に何がわかる、と思われるかもしれない。だけど伝えずにはいられなかった。

　とても短絡的でバカな手段だけど。私にはわかる。私も色々な人に迷惑をかけた。常間地さんのことを責められない。

「……わかるけど、ズルして無理やり手に入れたって、まず自分が苦しいでしょう。人の心は、ただでさえ読めないもの。だから、一瞬通じ合ってるかもしれない、っていう瞬間を、相手を大好きって感じる瞬間を、奇跡みたいに大事に思うのよ。数分おきに変わりゆく芳香みたいに、一瞬の感情をその場に留める方法なんてない。成分を分析して再構築しても、違うものになっちゃう。あのサキュバス香水みたいにね」

　あの再現レベルじゃまだまだ及第点とは言えないぞ、と調香の先輩風を吹かせて明るく言ってみたけれど、常間地さんはがっくりとうなだれたまま、低い声を絞り出す。

「……理屈じゃないんだ」

　理屈が通じないくらい、恋って難しいし、尊いし、ダメになってしまうよね、それもわかる……、と、私は思ってしまうのだった。




　スイートルームのリビングにミソさんと常間地さんを残して、私と宇津井室長はその場を辞去した。

（色々衝撃の事実がありすぎて、何から話せばいいのかわからない……）

　冷静になるまで黙っていよう、と宇津井室長と並んでエレベーターを待っていると、柔らかい唇の感触が頬に触れた。

「郁。心配したよ」

　その声を聞いて、一回り以上年上の人に抱く気持ちじゃないのかもしれないけれど、なんだか守ってあげなきゃ、みたいな気分になってしまい、私は明るい声を出す。

「大丈夫ですよ！　私は『花白堂』一筋、引き抜きなんて応じるわけないじゃないですかっ」

「そうじゃない。簡単に人を信用して、男と密室で会うなんて……君には、魅力的である自覚が足りないんじゃないか？」

「そんな、常間地さんは誘惑トワレの処方が欲しかっただけで、私目当てというわけではなかったし。そうか、ミソさんが好きだったのかぁ……。常間地さんが成人するまではミソさんもすなおになれなかったのかもしれないけど、うまくいくといいな……」

　宇津井室長の心配をさらっと流そうとした私は、いきなり捕まえるように抱き締められて、今度は唇にキスされた。

「し、室長!?」

　『花白堂』は大会社だし、宇津井室長は社外にも知り合いが多い。どこで誰が見ているかわからず、噂になってはいけないと思っていたから、外ではあまりべたべたしないようにしていたのだけれど、どうしたのだろうか。






[image: ]






「あの坊やの好みは知らないけれど、君はすてきな女性で、それを狙う男は山といるんだ。けれど、僕は君を手放す気はない。この頃、どこか心ここにあらずな状態だったし、……君のことを信じてはいたけれどね、気になって何も手につかなかった」

「室長が……？」

「そんな言い方はよしてくれ。僕だってひとりの人間だ。君と一緒にいると、そう思わされる」

　エレベーターが到着して、ようやく痛いほど抱き締められた体が解放された。特別フロア専用だからか、中に他の客はいない。乗り込んで扉が閉まると、穏やかなのに、どこか有無を言わさないような声が、耳元に注ぎ込まれる。

「……ふたりきりになりたいが、さらってしまっても構わないかな？」

　私たちは車で、行ったことのある中から一番近いラグジュアリーホテルに向かった。

　チェックインの手続き中から、宇津井室長は私と手を恋人つなぎして、表面上は紳士の顔をしながら、指の輪郭を何度もなぞり上げて執着の片鱗を垣間見せるのだった。

　何度も来ているから、とベルボーイの案内を断り、部屋に入ると、電気をつける間も惜しむように抱き寄せられる。

　お互いの唾液を混ぜ合うような長くて深いキスの間、時間をかけて、全身に掌てのひらを這わされた。

　常間地さんに近づかれた際、私は無意識のうちに怯えていたのだろうか。愛する人の感触や体臭を全身に浴びるうちに、筋肉の奥のこわばりがほどけていく気がした。

　それと同時に、もっと欲しい、という気持ちが貪欲に高まって、口にできない熱を体に溜め込んでしまう。

「あの坊やに、痛い思いなんてさせられなかっただろうね？」

　宇津井室長はそんなことを言いながら、傷や痕がないか確認しなければ気が済まない、とでもいうように、私の服を剥ぎ取っていく。キスだけで膝が震えてしまった私の体は、のろのろと宇津井室長の誘導に従うばかりだった。

　軽く押し出されて、私はベッドに両手を乗せ、両膝を乗り上げる。かろうじて足の付け根を面積の少ない布で隠しただけの状態で、四つん這いになった私に、宇津井室長は雨あられのようにキスを降らせた。

「だいじょ……ぶ、です、そんな時間、なかった……」

　言いながら、宇津井室長たちが助けに来てくれなければ危なかったかもしれない、と思って、ぞくっと恐怖が襲ってきた。

　常間地さんは私に欲情はしていなかったけれど、秘密をしゃべらせるためなら、辱めを仕掛けてきたかもしれない可能性は十分ある。彼自身が手を出さなくても、隣室には、遊び慣れたお友達が五人もいた……。

「それは、良かった。常間地くんにとってもね。郁に何かしていたら、いくら嶋さんに頭を下げられても、ただではおかないところだよ」

　私の背骨を撫で上げた掌が、君の弱点を触るよ、と言うように前に回る。

　私はどちらかと言うと期待に胸を膨らませ、無防備な姿勢のまま、抵抗する素振りも見せなかった。それどころか、触れられもしないうちから、乳首なんて痛いくらいに尖っている。

　弱点をさらしても、ひどいことはされない、ただ快感を与えられるだけ──という彼への信頼が、私の中にある証だ。

「ん、っ……！　わ、たしのために、『TOKIWA』と仲違いしては、だめです」

「知ったことではない。君の敵は僕の敵だ。恋人を守れない男など、男とは呼べないからね」

　これ以上ないくらい良識的な人だと思っていたけれど、紳士の顔の下に攻撃的な部分も隠し持っているのだと、恋人の意外な一面に驚かされる。

　私のためなら、誰かに牙を向けてくれるのか、と思うと、なんだかくすぐったい気持ちにもなった。

「ぁ、あの、とてもタイミング良く助けて頂いたので……驚いたんです。どうして、ヨシくんはあそこに……？」

「君がいつにも増してそわそわと落ち着かなくなった頃、同じタイミングで嶋さんもどこか上の空な様子だったからね。彼女を問い詰めたんだ。そうしたら、常間地くんが、君から誘惑トワレの秘密を聞き出そうとしている、と相談を受けた。次第に間違った方向へ考えを進める彼を、嶋さんも持て余していたようだ」

　毎日同じ研究所で仕事をしていて親交もあった私ですら、ミソさんの変化は片鱗しか見つけられなかったのに、時々しか会わない部下ひとりひとりのことまで見てくれる宇津井室長の観察眼と視野の広さは、やっぱりすごい。

　私は感動しながらも、あまり話に集中しているとは言えない状態だった。と言うのも、宇津井室長の指が、乳輪の周囲や下の毛の生え際などのきわどいところを優しくくすぐっているからだ。

　快楽への期待に呼吸が熱っぽくなり、時々、指先が垂れ下がったふたつの膨らみの先に軽く触れるだけで、私は猫のようにとろけた声をこぼしてしまった。

「う、……フ、ぁ……ん」

「ああ、郁。まだほとんど触れてもいないのに、とろとろだよ。他の男の話をしているのに、乱れようとするなんて……妬けるな」

「ちが……ます。ヨシくんが、……助けに来てくれたのが、嬉しくって……ンンッ……。勝手をしてすみません。せめて、もう少し事情を、ぁん、調べてから、と、ぁぁ……。ヨシくん、忙しいのに……」

「それはいらぬ遠慮、というものだ。郁。君の抱える問題なら、どんなことでも、一緒に荷物を持たせてほしい」

「はい……！　ひ、あぁっ……！」

　宇津井室長の指先が私の足の付け根のスリットをなぞると、そこは自分でもわかるくらいにひんやりと濡れている。扇情的なポーズをとっている羞恥心と興奮も相まって、下着の上から刺激されるだけでは、もう痒みにも似た疼きが溜まる一方だ。

　私は信じられないほど物欲しげに腰を振ってねだってしまった。

「ヨ、ヨシくん、っ……」

「欲しくなってしまったかい、郁」

　宇津井室長がパンティのふちに手をかけるので、私は片足ずつ持ち上げて、脱がされるのに協力した。

　その後、秘部に直接触れられると、ぬめった蜜がすぐに宇津井室長の指に纏まとった。粘膜をヌルヌルいじられる。甘い声が止まらなくなった。

「んう……っ」

「もう、いつでも僕のが入りそうだ……」

　宇津井室長はそう言ったけれど、蜜の満ちた隘路に与えられたのは彼の指だ。異物感はあっという間に溶け、もっと強い刺激が欲しくなった。

「ここ、好きだろう」

「ああ……っん、いやっ、いやぁっ……そこダメっ……ダメなのっ！」

　襞の中のある一点をピンポイントでコリコリと擦られると、気持ち良くて勝手に涙が浮かんでしまう。頭の芯まで電気が流されるような感覚に、いやいやと首を振った。本当にいやなわけではないけれど、こんなのを長く続けられたら、おかしくなってしまう。

「ダメなのかい？」

「ひ、ぁあ、でも、ぬかない……で……」

「どうして」

　粘液をたっぷり纏った節のある指がゆっくり抜けていく感覚に、私は背中をびくびくしならせた。空洞部分が、再び擦られたがって収縮する。

　舌まで痺れるような快美感が、私を追い詰めた。

「っあ……ふ……あ、苦しっ……」

「郁のここ、ひくひくしているよ。太ももまで愛液が垂れている。指じゃないものが欲しいんだろう？」

　恥ずかしさを煽るような宇津井室長の言葉に、奥からくぷり、と新たな蜜が湧く。

　私はすなおに頷くと、宇津井室長がスラックスを下ろしてコンドームをつける間、夏場の犬みたいに熱い吐息をこぼして、待ちわびた。

「ん、んっああ───っ……すごいっ」

　楔が、グッ、と隘路を押し拡げる衝撃に、私は目を見開く。痛みにも似た熱に、少しだけ初めての時のことを思い出した。だけど、違和感は一度のストロークで瞬時にぞわりとした快感に変わって、脳の奥を揺さぶる。

　きもちいい。

　きゅ、きゅっと、意識していないうちからナカが楔を締めつけた。

「あっ！　ヨシく……！　あ、あぅ、この体勢、お腹にズシッ……て……」

　獣の交合のような体位で、お腹の底を穿たれるような感覚に息が詰まった。けれど苦しさよりも快感がずっと勝っている。愛液がどんどん分泌されて、ますます抽送のスピードが増していった。

　私はシーツを掴んで体勢を維持しようとがんばったけれど、宇津井室長が突っ張った私の四肢の間にするりと手を忍ばせて、乳首をスリスリと擦り込むと、じっとしていられないほどの快楽が出口を求めて体中を暴れ回る。

「ひ……ぁぁぁっ！」

　鋭い律動に下半身を貫かれながら、もどかしさを増幅するような胸への愛撫を加えられた私は身悶えする。どこにも逃げ場がない。ただ強すぎる快楽を受け止めるだけだ。
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「ずっとここも、触られたさそうに震えていたね」

「ああああ、……んっ、気づいてたん……ですか……いじわる……ぁぁん！　ダメ……っ！」

　胸への刺激が加えられるたびに、きゅんきゅんと媚肉が収縮した。神経がむき出しになったかのような狭い隘路を、緩急をつけて擦り上げられる。

　楔がぬかるんだ蜜壷をかき混ぜる音と、肉がぶつかり合う音、粘膜同士が互いに蹂躙し合おうと絡み合うさまが、体の奥で同時にぶつかり合って、過剰な刺激に目の前がチカチカした。

「んんっ……ヨシくん……ヨシくんっ……」

「ああ……郁……。かわいい人だ……」

　体に力が入らなくなって肘が曲がってしまうと、おしりを高く掲げて誘うような、えっちきわまりない体勢になってしまい、羞恥心が高まる。

「あぁあん……声、止まらないよ……ぉ」

「その声が聴きたいんだ……。郁。君をもっとどろどろに気持ち良くしたい」

「[image: ][image: ]〜〜っ……！」

　宇津井室長が、楔を埋めたまま無理やり私の半身を返して、横向きにした。ぐりぃっ、といつもと違う箇所を抉られる感触に、頭のてっぺんまで快感が駆け上がって、がくがくと体が震えてしまう。

　宇津井室長は折りたたんだ私の片脚を持ち上げ、腰を激しく蜜洞に突き込んだ。

　愛液まみれの肉が打ちつけられる。

　もう互いの境界もわからず、溶けるばかりだ。

「あ、ダメぇ……っ、これだめっ、むりきもちよすぎるよぉー……！」

「郁……僕も……持って行かれそうだ……」

　私は宇津井室長と呼吸を合わせ、無我夢中で腰を揺らした。

「郁、もう、我慢できない」

「わたし、もっ、……っ〜〜！」

　宇津井室長が私の体を抱き締め、めちゃくちゃに腰を振る。

　火薬庫が燃え上がるような絶頂のさなか、律動の果てに宇津井室長が精を放った。

　どくん……どくん……と、薄いゴム越しに感じる宇津井室長の震えが愛しくて、私は力のこもらない腕を彼の背中に回すと、ぎゅう、と抱き締める。

　満ち足りた気持ちの中で、大好きな人のニオイに抱かれて、私は意識を飛ばした。




　数分か、数十分か。心地良いまどろみから覚めた私がまぶたを開くと、隣に宇津井室長がいた。

　私の体を拭いてくれた後、自分も体を清めたらしく、何事もなかったような穏やかな表情だ。

（さっきとは別人……ううん、逆か。あんな室長、私しか知らないんだ）

　余裕をなくして私を求める雄の表情は、私だけの宝物なのだと思うと、満足感で頬がゆるんでしまう。

　体の中の熱を発散させたことで、夕方の一件の緊張や不安が吹き飛んで平静に戻った私は、改めて、常間地さんのところで宇津井室長が明かした秘密に、思い至った。

「私、ヨシくんの家のこと、何も知らなかったみたいですね」

「……君にはいつか言わなければと思っていたんだが。職場では本家との血縁に頼らず、仕事の中身でみんなを引っ張っていきたいと我を張ってきたから、なかなか明かすタイミングがつかめなかった。本家筋ではないから、さして婚活のウリにもならないし」

　宇津井室長は茶目っ気のある感じで言うものの、表情には少し影があった。

「若い頃は見合いの話もあったんだが、そういうところで知り合う女性は、私にもっと『花白堂』の中心に行ってほしがってね。だけど僕は、実績なしで権力を得るなんてごめんだったんだ。そういうすれ違いもあって、縁談はどれもうまく行かず仕舞いだったよ」

「商品開発のお仕事していらっしゃる室長は、あんなに格好良いのに……？」

「そんなことを言ってくれるのは、君くらいだよ」

「その女性たち、もったいないことしましたけど、でも、そうしたら、あのルージュもスキンケアシリーズも、この世にはなかったってことですもんね。全国の『花白堂』ファンを代表して、お礼言わなきゃ」

「それはそれで、代わりの商品が生まれていただろうけれど。でも、ありがとう。……結果的には、良かったよ。運命の出会いが、こんな人生の後半になってあるなんて思いもしなかったから」

　宇津井室長の言葉が、私の胸にあたたかい灯をともした。

（運命……）

　そんな風に私との関係を言ってくれるなんて。片想いの時には想像もしなかったことだ。

「……嬉しい」

「君に話があったんだ。常間地くんと同じ用件で、後出しになってしまうのは、なんとなく癪だが」

「同じって？」

「引き抜き──いや、郁の生きがいの調香師の仕事を取り上げる気はないけれど、並行して、君のその手腕で、僕の人生にも彩りの香りを添えてくれないか、と、思ってね」

「それはもちろん、室長の頼みなら！　でも、ど、どうやって……？」

　話の流れ的に、もしかして、とは思っていた。

　だけど。

　想像するのと、実際に言われるのとでは、大違いだ。と、わかる。

「結婚してほしい。郁。……今日、常間地くんたちを見て、思ったんだ。確かに僕たちの年齢差は、出会うタイミングによっては犯罪になってしまっていたかもしれないし、もしかしたら不幸な結末を迎えていたかもしれない。そう思うと、今君とこうして幸福に笑い合っていられるのは、ちょっとした奇跡なんじゃないかと思ってね」

「それは、もちろん。……好きな人と一緒にいられるというのは、奇跡なんですよ。私、三年半もヨシくんに片想いしてたんですもん。この七カ月は、夢みたいな気持ちで過ごしちゃいました」

「はは、それはすまなかった。ならば……これからそれを、永遠にしようか」

　宇津井室長の言葉に、私の心臓は早鐘を打ち始め──。




「これで、お仕度整いました」

　ヘアメイクの女性に言われて顔をあげると、目の前の全面鏡の中には、純白のウエディングドレスを着て、きれいにお化粧され、カチコチに緊張している顔の、私がいる。

　仕事のかたわら、式場を決め、準備を進めてきた。繁忙期を避けて挙式日を決めたつもりだったけれど、イレギュラーな仕事が舞い込んだせいで、ここのところ目の回るような忙しさだった。だけど、仕事が忙しい方が張りがあって、ご機嫌でいられる。こんな天職に巡り会えて幸せだ。

「あの、お願いがあるんですけど……」

　一度手袋まではめてもらった後なのだけれど、私は、発売間近、という状態までこぎつけた新商品のフレグランスを、首筋と手首に塗ってもらった。

　そこで、香りを塗る場所というのは、アクセサリーをつけるのと同じ場所なのだな、と気づく。

　見えるおしゃれと見えないおしゃれ。どちらも、私を強くしてくれる。

　ウエディングドレスの威力はことにすごく、これからどんな悪いことが起こっても、全部退けられるような気がするからふしぎだ。

　私の手袋をはめ直したヘアメイクさんは、宇津井室長を控室に招き入れた。

「ご覧になって、新郎さま。新婦さま、とってもおきれいでしょう？」

　私は、ネイビーのシルクタキシードにブラックタイ、ベスト、カマーバンドを合わせたクラシカルな正装の宇津井室長の新郎姿に見とれた。試着の時にも見たけれど、やっぱりとても格好いい。グレーの髪と相まって、まるでレッドカーペット上の映画スターみたいにキマっているのに、宇津井室長は自分のことには無頓着な様子で私を褒める。

「ああ、本当に。郁。すごく、きれいだ。信じられないほど幸せだな。まさかこの年になって、こんな幸福があることを知るとは思わなかった。君の花嫁姿を見ることになるなんて……」
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　感激に打たれているのはいいのだけれど、自分も主役のひとりだということを忘れているのではないかと、私は釘を刺した。

「あなたの、花嫁です」

「……っ……」

　宇津井室長は、顔を片手で覆うようにして、そむけてしまう。

　あれあれ、どこかで見たような。

　……言っておくけれど、私がさっき使ったのは、もちろん、あの誘惑トワレではない。

「……あら？　香りが……すごく短期間で変わるんですか？　さっきつけた香水」

　宇津井室長のエスコートで、ゆっくり控室を横断すると、ドレスが空気を揺り動かす。そのせいか、ヘアメイクさんも香りの変化に気づいたらしい。

「これ、ペア・フレグランスなんです。メンズとウィメンズ同時発売で、単体ずつでも使えるのですが、それぞれを身に着けたペアが出会うと、単体の時とは違う香りに〝進化〟するんですよ。香水はつける人の肌質によっても香りが変わるので、理論上はペアの数だけ違いがあるはずです」

「えーっ、いいですね、欲しい」

「今度、『花白堂』から発売になります」

　まったく違う香りを、ペアとして売り出し、ふたつ揃った時に、新しい香りが生まれる──。

　フレグランスとしては異質なコンセプトにもかかわらず、今回の私の企画はとんとん拍子に社内コンペや会議を勝ち抜いた。

　さすがに挙式と同時期に発売が重なるほどスムーズにいくとは思わなかったけれど、宇津井室長率いる商品開発部が一丸となって、最高の商品をリリースできる予定だ。

　他社の御曹司にまでヒットメーカーの二つ名が鳴り響いている宇津井室長の名に恥じないよう、絶対にヒットを飛ばしたい。

　移動の際にすれ違う式場スタッフや他の新婦さんにまで、「それ、どこの香水ですか？」と聞かれるので、嗜好性は上々のようだ。

「宣伝上手だ。僕の奥さまになる方は」

「もちろんです」

　披露宴後に婚姻届を出しに行き、私の夫になる人は、ぎゅう、とドレス越しに私を抱き締めた。

「僕をただの男にしてしまう、香しい君。いつまでも愛しつづけると誓おう。これからも僕の人生に、甘い芳香を与え続けてくれるだろうか……？」

「はい……！」

　香りの誘惑が結びつけたいたずらな愛は、今日、永遠のものへと変わる──！










★おわり★










　注釈





※賦ふ香こう……香りを製品に付けること。

※香調ノート……香りがどんなものか表す言葉。









誘惑トワレ開発室
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